
目

序
第

三
早

第

一
節

第
二
節

)ヽ
.

ド
-
ツ
に
お
け
る
国

の
無
過
失
責
任
論

五lnHr旧川一

秋

義

昭

次
国
の
無
過
失
責
任
の
理
論
的
基
礎

ド
イ
ツ
に
お
け
る
問
題
の
展
開

オ
ッ
ト
ー
二
､
イ
ヤ
ー
に
お
け
る
公
法
上
の
損
失
補
償
の
理
論

第

一
款

第
二
款

第
三
款

第
四
款

第
五
款

第
三
節

第

一
款

第
二
款

検
討
の
前
提

公
法
上
の
択
失
都
債
の
制
度

｢特
別
の
犠
牲
｣
概
念
の
二
面
性

公
法
上
の
危
険
責
任
の
法
理

マ
イ
ヤ
ー
的
禰
倶
理
論
の
意
義
と
限
界

ワ
イ
マ
ー
ル
学
派
の
禰
膜
理
論

序

説

法
治
国
家
的
補
償
理
論

第
三
款

国
家
的
利
得
の
返
還
郡
諭

(以
上
第
二
五
巻

言
'p
)

第
四
節

犠
牲
補
償
請
求
権
の
思
想
と
そ
の
展
開

第

一
款

序

説

第
二
款

犠
牲
補
償
請
求
権
思
想
の
成
立

山

警
察
国
家
時
代
の
補
償
理
論

-

S
7
5
E
in
tA
L
R

I

㈲
S
75
E
in
LA
L
R

の

適
用
範囲

㈲
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
一
五
三
条
と

S
T
5
E
in
lA
L
R

第
五
節

ラ
イ

ヒ裁
判
所
の
判
例

第

一
款

序

説

第
二
款

公
益
事
業
と
国
の
無
過
失
責
任

第
三
款

公
権
力
の
行
使
と
国
の
無
過
失
責
任

第
四
款

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
-

そ
の
意
義
と
限
界
-

(以
上

北法3](1･】07)107



第
二
五
巻
一二
号
)

第
二
章

ポ
ソ
基
本
法
下
に
お
け
る
判
例
理
論
の
確
立

第

1
節

｢
収
用
煩
似
の
侵
害
｣
概
念
の
形
成

第

1
款

序

説

第
二
款

判
例
理
論
の
展
開

第
二
節

｢収
用
疑
似
の
侵
害
｣
の
内
容

第

一
款

要
件

(以
上
第
二
六
巻
二
号
)

第
二
款

坂
失
補
償

第
三
節

犠
牲
補
償
請
求
権

(A
u
fop
fe
ru
n
g
sansp
ru
c
h
)

第

一
款

序

説

第
二
款

牧
牲
補
償
請
求
権
の
要
件
と
効
果

第
四
節

判
例
理
論
に
対
す
る
学
説
の
反
応

第

1
款

序

説

第
二
款

無
過
失
責
任
否
定
論

第
三
款

批
判
的
学
説
の
動
き

第
四
款

収
用
煩
似
の
侵
害
と
職
務
責
任

(以
上
第
二
八
巻
l二
号
)

第
五
節

無
過
失
責
任
立
法
化
へ
の
動
き

第

一
款

序

説

第
二
款

立
法
の
動
機
-
現
行
制
度
の
欠
陥

第
三
款

国
家
責
任
の
根
拠
づ
け
と
そ
の
性
格

(以
上
本
号
)

第
二
三
早

わ
が
国
法
上
の
問
題
点

北法31(l･川8)lo告

第
五
節

無
過
失
責
任
立
法
化

へ
の
動
き

第

一
款

序

説

一

戦
後

の
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
よ
り
､
収
用
の
制
度
が
'
最
初
は
無
過
失
違
法
な
侵
害
に
'
後
に
は
有
責
違
法
な
侵
害
に
ま
で
拡

張
さ
れ
'

い
わ
ゆ
る

｢
収
用
額
似
の
侵
害
｣
の
法
理
が
国
家
補
肢
体
系
の
中
に
定
着
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
､
以
上
に
み
て
き
た
通
り
で

(1
)

あ
る
｡
違
法
な
公
権
力
の
行
使
に
基
づ
-
国
の
責
任
を

一
括
し
て

｢
国
家
責
任
｣
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
､
結
局
の
と
こ
ろ
､
現
在
へ
西
ド
イ

ツ
に
は
､
国
家
責
任
と
し
て
t
m
民
法
八
三
九
条
と
結
び
つ
い
た
基
本
法
三
四
条
に
よ
る
職
務
責
任
､
惚
収
用
類
似
の
侵
害
'
㈲
犠
牲
類

似

の
侵
害
､
㈲
公
法
上
の
結
果
除
去
t
の
四
種
の
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
､
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根



ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

源
と
歴
史
的
な
発
展
を
異
に
L
t
国
家
責
任
の
全
体
を
支
配
す
る
内
容
的
に

一
貫
し
た
法
理

･
法
原
則
が
そ
の
基
礎
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
｡
そ
の
結
果
'
現
行
国
家
責
任
法
は
､
制
度
相
互
間
で
様
々
な
矛
盾

･
不
統

1
を
き
た
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
､
個
々
の
制
度
に

お
い
て
も
へ
責
任
の
基
礎

･
責
任
の
要
件
等
に
つ
き
'
著
し
く
時
代
錯
誤
を
思
わ
せ
る
も
の
や
奇
妙
な
不
合
理
を
生
じ
て
き
て
い
る
も
の

が
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
収
用
類
似
の
侵
害
の
制
度
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
｡
過
失
責
任
主
義
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
代
位
責
任
的
構

成
を
と
る
職
務
責
任
の
欠
陥
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
'
戦
後
の
判
例
の
中
に
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
収
用
類
似
の
侵
害
で
は
あ

っ
た
が
､

そ
れ
が
基
本
法

一
四
条
の
収
用
理
論
の
上
に
構
成
さ
れ
て
い
た
が
た
め
に
､
そ
れ
に
伴
な
う
諸
々
の
制
約
を
免
れ
な
か
っ
た
｡
ま
た
'
他

の
国
家
責
任
制
度
と
の
不
整
合
性
も
目
立
ち
始
め
て
き
て
い
た
｡

二

現
在
､
西
ド
イ
ツ
で
は
'
こ
れ
ら
の
諸
矛
盾

･
不
合
理
を

一
挙
に
立
法
的
に
解
決
す
べ
く
､
従
来
の
多
様
で
混
乱
し
た
国
家
責
任

制
度
に
代
え
､
統

1
的
な
体
系
に
よ
っ
て
貫
か
れ
'
国
家
責
任
と
行
政
上
の
権
利
保
護
と
の
調
和
的
関
係
の
実
現
を
意
図
し
た
法
律
の
制

定
'
及
び
へ
そ
れ
に
伴
な
う
基
本
法
の
改
正
を
準
備
中
で
あ
る
.
も

っ
と
も
､
そ
の
機
運
は
古
-
'
す
で
に

一
九
五
五
年
の
第
四

一
回
ド

イ
ツ
法
律
家
会
議

(D
JT
)
は
､
国
の
損
害
賠
償
義
務
に
関
す
る
基
本
法
三
四
条
'
民
法
八
三
九
条
が
再
検
討
す
べ
き
必
要
の
あ
る
こ
と

(2
)

を
確
認
し
て
い
た
｡
さ
ら
に
､

一
九
六
八
年
の
第
四
七
回
ド
イ
ツ
法
律
家
会
議
で
は
､
テ
ー
マ
は
主
と
し
て
結
果
除
去
､
結
果
補
償
に
関

す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
'
公
法
部
会
は
'
国
家
責
任
の
様
々
な
領
域
を
相
互
に
､
そ
し
て
現
在
の
権
利
保
護
規
定
と
調
和
す
る
包
括
的
な

(3
)

連
邦
法
を
制
定
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
｡
連
邦
政
府
は
'
直
接
に
は
こ
の
提
案
に
促
さ
れ
'

一
九
七
〇
年
'
そ
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

独
立
専
門
委
員
会
に
包
括
的
な
立
法
作
業
の
準
備
を
委
託
'
同
委
員
会
は
､

一
九
七
三
年
審
議
を
終
え
て
そ
の
結
果
を
要
約
し
､
同
年

一

(4
)

〇
月
九
日
'
連
邦
司
法
大
臣

･
内
務
大
臣
の
連
名
で
､
｢
国
家
責
任
法
及
び
基
本
法
改
正
の
理
由
書
つ
き
草
案
｣
(以
下

｢
委
員
会
草
案
｣

と
略
)
と
し
て
公
表
し
た
｡
委
員
会
草
案
の
公
表
後
'
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
致
し
'
こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
参
考
に
し
て
'

一
九
七

({･.I

六
年
'
｢
報
告
者
草
案
｣
が
出
さ
れ
た
｡
さ
ら
に
､

こ
れ
に
検
討
が
加
え
ら
れ
､

最
終
的
に
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た

｢
国
家
責

北法31(1･109)109



(6
)

説

任
法
草
案
｣
(以
下

｢
政
府
草
案
｣
と
略
)
は
'

一
九
七
八
年
五
月
二
六
日
､
基
本
法
七
六
条
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
'
連
邦
首
相
よ
り
連

(7
)

邦
参
議
院

(B

und
esrat)
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
｡
連
邦
参
議
院
で
の
審
議
の
後
へ

同
草
案
は
'

現
在
､

連
邦
議
会

(B

und

e

stag)

論

で
審
議
中
で
あ
る

(
一
九
七
九
年
九
月
現
在
)

0

三

草
案
に
も
ら
れ
た
改
革
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
'
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
か
国
家
責
任
法
の
あ
り
方
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
｡
し
か
し
'
同
草
案
は
､
従
来
の
伝
統
的
な
職
務
責
任
が
前
提
と
す
る
'
職
務
執
行
者
の
個
人
的
な
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
い
た

代
位
責
任
的
構
成
を
根
本
的
に
改
め
へ
さ
ら
に
'
過
失
責
任
主
義
を
明
文
上
放
棄
し
た
点
で
'
ま
さ
に
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
｡
そ
し

て
ま
た
､
新
た
な
国
家
責
任
の
観
念
を
根
底
か
ら
支
え
､
過
失
責
任
主
義
の
放
棄
を
理
論
上
可
能
に
し
た
の
は
､
憲
法
上
の
法
治
国
家
の

原
理
で
あ

っ
た
｡
法
治
国
家
の
原
理
は
､
す
で
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
時
代
に
も
'
遵
法

･
無
過
失
の
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
国
の
責

任
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
学
説
上

一
部
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
'
国
家
責
任
を
根
拠
づ
け
る
基
礎
理
論
と
し
て
､
全

面
的
に
法
治
国
家
の
原
理
か
ら
演
緯
す
る
試
み
は
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
-
､
今
回
の
国
家
責
任
法
の
改

革
は
'
国
家
責
任
を
法
治
国
家
制
の
憲
法
原
則
に
お
け
る
特
別
な
刻
印
と
理
解
し
'
新
た
な
国
家
責
任
の
思
想
を
憲
法
上
の
制
度
と
し
て

床
障
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
法
治
国
家
制
に
よ
る
国
家
責
任
の
根
拠
づ
げ
は
､
今
ま
で
に
も
充
分
な
理
論
的

深
化
の
過
程
を
経
て
お
ら
ず
'
そ
の
た
め
に
'
過
失
責
任
主
義
放
棄
の
不
徹
底
'
責
任
成
立
要
件
の
特
殊
性
に
至
り
う
る
安
易
な
妥
協
的

論
拠
を
提
供
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
｡

四

本
節
は
'
ド
イ
ツ
に
お
け
る
無
過
失
責
任
論
展
開
の
締
括
り
と
し
て
､
こ
の
国
家
責
任
法
草
案
を
素
材
に
L
t
過
失
責
任
主
義
放

棄
の
理
論
的

･
政
策
的

･
実
際
的
背
景
へ
な
か
ん
ず
く
､
新
た
な
国
家
責
任
の
内
容
を
直
接
規
定
し
た
法
治
国
家
の
原
理
の
意
義
･性
格
･

限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
そ
の
際
に
'
国
家
責
任
法
草
案
の
内
容
と
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
､
改
革
を
余
儀
な
-

L
t
新
た
に
国
家
責
任
法
を
制
定
す
る
動
機
と
な

っ
た
現
行
制
度
の
欠
陥
に
つ
い
て

一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
｡
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

(

-

)

｢
国
家
責
任
｣
(S
taa
t
s

haftun
g
)
の
語
は
､
最
狭
義
に
は
､
職
務
責
任

(公
軽
的
な
職
務
義
務
違
反
に
対
す
る
賠
償
責
任
)
の
み
を
指
し
､
狭
義
に
は

そ

れ
に
さ
ら
に
､

そ
の

他

の
有
過
失

･
無
過
失
の
違
法
な
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
責
任

(特
に
､

収
用
瑛
似

･
犠
牲
穎
似
の
侵
害
に
対
す
る
損

失

補

償
､
結
果
除
去
)
を
含
め
'
広
義
に
は
､
さ
ら
に
'
公
法
上
の
俵
務
関
係
に
基
づ
く
責
任
や
適
法
な
侵
害

(収
用

･
犠
牲
)
に
対
す
る
責
任
を
も
含
め
て

理
解
さ
れ
て
い
る
O

後
述
の
国
家
責
任
法
草
案
は
､

狭
義
の
国
家
責
任
を
規
律
の
対
象
に
し
て
お
り
､

こ
こ
で
も
へ

.1
般
に

｢
国
家
責
任
｣
と
い
-
と

き
は
､
狭
義
の
意
味
で
用
い
る
｡

(2
)
V
erh
a
n
d
lu
n
g
e
n
d
e
s
4
)
.
D
I
T

195
5
,

B

d
.

)一
).
H
b
.,
S
.
233
H
.

(3
)
B
esch
tu
L3
d
e
r
G
ffe
n
tlich
re
c
h
t
tich
e
n

A

bte
itu
n
g
de
s
47.
D
e
u
tsc
h
e
n

lu
risten
tages.
V
Crh
an
d
tu
n
g
e
n
d
es
47.
D
I
T

t
9
68,B
d
.

TI
,S
.
L
t4
5.

(4
)
R
e
fo
rm
d
e
s

S
taa
tsh
a
f
tung
sr
ech
ts.
E
n
tw
G
rfe
ein
es
S
ta
a
tsh
aftu
n
g
sg
esetzes
u
n
d
ein
er
G
rund
g

esetza
n
d
eru
n
g
n
it
B
eg1･iin
d
･

un
gen
-
K
o
m
m
issio
n
sb
e
rich
tI
,
)973
-
K
EI
S
tH
G

こ
の
草
案

の
内
容
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
わ
が
国

で
も
二
､
三
の
紹
介
が
あ
る
｡
た
と
え
は
､

lf
t埜
章

｢
西
ド
イ
ツ
国
家
責
任
法
草
案
に
つ
い
て
｣
(東

邦
大
学
教
養
紀
要
七
号
四
五
五
以
下
､

阿
部
泰
隆

｢
ダ
ク
ト
グ
ロ
ウ

･
西
ド
イ
ツ
国
家
責
任
法
の
改
革
に
つ
い
て
｣
(
自
治
研
究
五

一
巻

七

号

三

頁

以

下
)
､
等
｡

(5
)
R
e
fo
r
m
d
es
S
taatsha
ftu
n
g
sre
ch
ts.
G
esetz
zu
r
A
n
d
e
run
g
d
es
G
run
d
g
esetzes
S
taatsh
aftu
n
g
sg
esetz.
･R
e
feren
te
n
e
n
tw
iirfeJ

19
7
6
:
R
E
IS
tH
G

(
6
)

G

e

se
tz
e

ntw
u

rfd
er
B
u
n
d
esreg
ierun
g
一E
n
tw
u
rf
e
in
e
s
S
taatsh
aftu
n
g
sg
e
setzes,
197
8
-
E

-S
tH
G

(
7
)
連
邦
参
議

院
で

は､
委
員
会

で
の
詳
細
な
審

議
の

後
へ
満
場

1
敦

で
､
現
行
国
家
責
任

法
が
不
十
分
で
責

任
概
念
も
不
明
確
な
の
で
改
革
が
必
要
で
あ

り
､
国
家
責
任
法
の
統

一
化
と
調
和
か
､
法
的
明
確
性
及
び
法
的
安
定
性
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
と
の
見
解
に
達
し
て
い
る
0

第
二
款

立
法
の
動
機

-
現
行
制
度
の
欠
陥

丁

現
在
'
西
ド
イ
ツ
国
家
責
任
制
度
の

l
つ
の
柱
と
さ
れ
て
い
る
職
務
責
任
は
'
公
権
力
を
行
使
す
る
職
務
執
行
者
が
､
故
意

･
過

失
に
よ

っ
て
そ
の
職
務
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
､

国
が
'

依

っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
あ
る

(基

本
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説

法
三
四
条
'

民
法
八
三
九
条
)
｡

す
な
わ
ち
'

国
の
賠
償
義
務
は
'

民
法
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
職
務
執
行
者
の
個
人
的
な
自
己

責

任

(E
igenve
rantw
o
r
ttichkeitd
e
s

A

m
tsw
atters)
に
依
拠
し
'
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
o
職
務
責
任
は
'
国
が
こ
の
職
務
執
行
者
の

論

個

人
的
不
法
行
為
責
任
を
自
ら
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
り
､
職
務
執
行
者
を
こ
の
責
任
か
ら
解
放
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
し
た
が

っ
て
､
代
位
責
任
的
構
成
を
と
る
こ
の
伝
統
的
な
国
家
責
任
制
度
の
下
に
あ

っ
て
は
'
国
の
責
任
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
個
人
的
責
任
に
付
着

し
た
い
-
つ
か
の
制
約
を
免
れ
な
か
っ
た
｡
第

一
に
､
職
務
責
任
が
個
人
的
責
任
に
立
脚
し
た
結
果
'
国
に
転
嫁
せ
ら
れ
る
責
任
は
､
責

任
を
根
拠
づ
け
る
要
件
と
し
て
個
人
的
な
過
失
の
存
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
｡
し
か
し
'
現
代
の
よ
う
に
'
非
常
に
細
分
化
さ
れ
た
労
働

分
担
､
機
能
分
担
の
体
制
を
と
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
下
で
､
被
害
者
に
違
法
性
の
ほ
か
に
加
害
公
務
員
の
過
失
を
立
証
さ
せ
る
こ
と
は
､

非
常
に
難
か
し
-
な

っ
て
き
て
い
る
｡
第
二
に
､
職
務
責
任
請
求
権
は
原
則
に
よ

っ
て
金
銭
賠
償
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
'
通
常
は
'

職
務
作
用
の
着
手
が
必
要
な
場
合
で
も
'
そ
の
意
味
で
の
自
然
回
復

(N
atu
r
a-res{itution
)
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
｡
何
故
な
ら
､

職
務
執
行
者
が
権
限
外
の
行
為
を
す
る
と
き
ほ
､
彼
は
私
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
あ
り
'
私
人
の
資
格
で
は
決
し
て
自
ら
職
務
作
用
を

(1
)

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
'
そ
れ
故
に
､
国
も
ま
た
職
務
執
行
者
に
生
じ
た
金
銭
賠
償
義
務
の
み
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
｡
第
三
に
､
民
法
八
三
九
条

1
項
二
段
の
い
わ
ゆ
る
指
示
特
権

(V
erw
e
isu
n
g
sp
rivi
teg
被
害
者
に
対
し
全
て
の
賠
償
の
可
能
性
を
指

示
し
'
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
責
任
を
負
う
)
は
､
も
と
も
と
個
人
責
任
の
下
で
'
職
務
執
行
者
の
決
断
の
欣
然
性
を
担
保
す
る

た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
､
国
が
職
務
執
行
者
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
以
来
'
こ
の
規
定
は
そ
の
本
来
の
意
義
を

(2
)

失
な

っ
て
し
ま
い
'
専
ら
国
の
財
政
的
利
益
に
の
み
奉
仕
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
｡
第
四
に
'

一
九
世
紀
以
来
の
国
と
官
吏
の
内
部
的

な
委
任
契
約
を
出
発
点
と
す
る
職
務
責
任
は
､
職
務
執
行
者
と
国
の
内
部
関
係
に
存
す
る

｢
職
務
義
務
違
反
｣

(A
m
tspn
ichtw
idrig
k
eit)

を
そ
の
要
件
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
職
務
義
務
違
反
は
時
と
し
て
矛
盾
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
た
｡
た
と
え
ば

へ
市
町
村
職
員
の
公
権

力
の
行
使
が
､
国
の
監
督
官
庁
の
拘
束
力
あ
る
指
示
に
従

っ
て

(し
た
が

っ
て
職
務
義
務
に
反
す
る
こ
と
な
く
)
行
な
わ
れ
た
場
合
'
少
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(3
)

く
と
も
市
町
村
に
職
務
責
任
の
問
題
は
生
じ
な
い
｡
逆
に
､
職
務
義
務
に
反
し
て
行
な
わ
れ
た
行
為
で
あ

っ
て
も
､
処
分
自
体
に
客
観
的

(4
)

な
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
に
は
'
行
為
が
適
法
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
職
務
責
任
が
認
め
ら
れ
る
結
果
に
な
る
｡

二

収
用
類
似
の
侵
害
の
制
度
は
'
公
権
力
に
ょ
る
財
産
権
の
違
法
な
侵
害
に
お
い
て
ほ
､
違
法
な
侵
害
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
公

権
力
の
主
体
が
'

過
失
の
有
無
を
問
わ
ず

(後
に
は
過
失
あ
る
場
合
に
も
)
､

直
接

･
第

二
溺
的
に
被
害
者
に
対
し
責
任
を
負
う
と
す
る

補
償
理
論
で
あ
る
点
に
お
い
て
､
職
務
責
任
の
制
度
と
は
全
く
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
｡
こ
の
制
度
が
､
職
務
責
任
制
度
の
不
備
を
カ
'''l

I
L
t
無
過
失
の
公
権
的
侵
害
に
つ
い
て
も
､
広
-
被
害
者
に

一
般
的
に
救
済
の
途
を
拡
げ
た
こ
と
の
意
義
は
否
定
で
き
な
い
｡
し
か
し

な
が
ら
､
収
用
類
似
の
侵
害
が
'
基
本
法

一
四
条
を
中
心
と
し
た
補
償
理
論
の
上
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
結
果
､
つ
ぎ
に
み
る
よ
う

な
'
補
償
理
論
に
固
有
の
問
題
点
を
そ
の
ま
ま
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
O
ま
ず
第

一
に
､
適
法
な
侵
害
の
場
合
に
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
､

収
用
疑
似
の
侵
害
は
'
基
本
法

一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
の
み
問
題
と
な
り
､
し
か
も
'
そ
こ
に
い
わ
ゆ

'･-･)

る

｢
財
産
権
｣
な
い
し
そ
れ
に
額
似
の
法
的
地
位
の
範
囲
を
画
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
困
難
で
あ

っ
た
｡
第
二
に
､
判
例
は
'
当
初
'
収

(6
)

用
輝
似
の
侵
害
と
い
い
う
る
た
め
に
は
侵
害
行
為
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

(目
的
性
の
要
件
)
と
し
て
き
た
が
'
後

(7
)

に
こ
の
見
解
を
棄
て
'
こ
の
要
件
に
替
え
て
､
侵
害
行
為
の

｢
直
接
性
｣

へU
n
m
itte
lb
a
rk
eit)
を
要
求
す
る
に
い
た

っ
た
｡

し
か
し
､

(8
)

こ
の

｢
直
接
性
｣
に
つ
い
て
判
例
は
明
確
な
基
準
を
う
ち
出
し
て
お
ら
ず
'
法
的
安
定
性
を
害
す
る
｡
第
二
に
'
行
政
庁
の
不
作
為
に
よ

る
財
産
的
損
害
は
'

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
'
｢
取
り
あ
げ
た
｣
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
の
理
由
で
､

収
用
類
似
の
侵
害
に
よ
っ
て

(9
)

は
補
償
さ
れ
な
い
｡
第
四
に
､
違
法
に
課
さ
れ
た
公
法
上
の
義
務
'
あ
る
い
は
違
法
な
執
行
処
分
に
対
し
て
は
補
償
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

第
五
に
'
損
失
補
償
請
求
権
に
つ
い
て
も
､
判
例
は
､
原
則
的
に
そ
の
収
用
的
性
格
を
維
持
し
て
お
り
､
具
体
的
な
価
値
の
喪
失
分
の
み

(10
)

の
相
当
な
補
償
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
､
得
べ
か
り
し
利
益
は
補
償
さ
れ
な
い
｡

三

収
用
類
似
の
侵
害
に
基
づ
-
責
任
の

一
側
面
と
し
て
'
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
'

1
定
の
非
財
産
的
な
権
刺

(生
命
･健
康
･
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説

身
体
的
不
可
侵

･
個
人
的
活
動
の
自
由
)
の
違
法
な
侵
害
に
よ
る
犠
牲
を
補
償
す
べ
き
と
す
る
'
い
わ
ゆ
る

｢
犠
牲
頼
似
の
侵
害
｣

の
制

度
を
発
展
さ
せ
た
｡
こ
れ
は
'
専
ら
'
侵
害
さ
れ
る
対
象
に
よ

っ
て
の
み
収
用
環
似
の
侵
害
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
'
し
た
が

っ
て
収
用

論

類
似
の
侵
害
に
み
ら
れ
る
欠
陥
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
｡
さ
ら
に
､
こ
の
制
度
に
固
有
の
問
題
点
と
し
て
は
､
職
務
責
任

と

は
異

な

(ll
)

り
へ
特
別
の
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
､
判
例
は
､
無
形
の
権
利
に
対
す
る
侵
害
に
お
い
て
も
へ
生
じ
た
財
産
的
損
害
の
み
を
補
償
し
'
蒙

っ

】服
E

た
精
神
的
損
害
に
対
し
て
は
補
償
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
､
そ
れ
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
範
囲
が
基
本
法
二
条
二
項
に
定
め
る
保
護
領
域

(1
)

に
限
ら
れ
る
こ
と
､
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(14
)

四

最
初
は
学
説
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
'
後
に
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
例
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
公
法
上
の
結
果
除
去
の
法
制
度
は
'

違
法
な
公
権
力
の
行
使
に
よ

っ
て
権
利
侵
害
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
､
侵
害
以
前
に
存
在
し
た
事
実
状
態

の
回
復
を
求
め
る
請
求
権
を
保

証
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
請
求
権
は
'
行
政
裁
判
所
で
主
張
さ
れ
る
直
接
的
な
請
求
権
で
'
職
務
執
行
著
の
過
失
の
有
無
に
依
存
し
な

い
｡
し
か
し
'
こ
の
場
合
に
も
不
明
確
な

｢
直
接
性
｣
の
概
念
が
請
求
権
の
要
件
に

l
定
の
役
割
を
果
た
す
と
さ
れ
て
い
る
は
か
り
か
､

(柑
)

判
例
に
よ
れ
ば
'
被
害
者
に
過
失
あ
る
共
同
寄
与
が
相
当
程
度
考
慮
さ
れ
る
と
き
に
は
'
結
果
除
去
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

五

国
家
責
任
の
各
制
度
が
相
互
に
無
関
係
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
'
制
度
間
に
矛
盾

･
不
統

一
を
生
じ
､
そ
の
こ
と

が
国
家
責
任
体
系
の

一
貫
性
を
失
な
わ
せ
､
制
度
を
全
体
と
し
て
複
雑
に
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
､
す
で
に
触
れ
た
よ
う

に
'
責
任
の
性
質
と
そ
れ
に
伴
な
う
過
失
の
果
た
す
役
割
が

T
定
で
は
な
い
o
す
な
わ
ち
､
職
務
責
任
は
代
位
責
任
的
構
成
で
あ
り
､
法

律
も
過
失
責
任
主
義
を
採
る
の
に
対
し
'
残
り
の
三
制
度
は
国
の
自
己
責
任
的
構
成
で
あ
り
､
無
過
失
責
任
と
し
て
の
判
例
法
上
の
発
展

を
み
て
き
た
｡
ま
た
'
被
害
者
自
ら
が
損
害
回
避
の
た
め
の
法
的
手
段
を
講
ず
る
こ
と
を
怠

っ
た
場
合
に
は
､
職
務
責
任
､
結
果
除
去
は

認
め
ら
れ
な
い
が
､
残
り
の
請
求
権
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
｡
さ
ら
に
､
職
務
責
任
請
求
に
お
い
て
は
､
責
任
あ
る
職
務
執
行
者
に

(16
)

職
務
を
委
託
し
た
法
主
体
が
給
付
義
務
を
負
う

(
し
た
が

っ
て
被
告
適
格
を
有
す
る
)

の
に
対
し
､
残
り
の
請
求
権
に
お
い
て
は
'
直
接
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利
益

を
受
け

る
公
権
力

の
主
体
が
給
付
義
務
を
負

う
｡

し
か
し
､
制
度
間

の
不
調
和
を
示
す
決
定
的
な
点

は
'
訴
訟

の
分
裂

で
あ

る
｡
現

在
'

基
本
法

一
四
条

三
項
'

三
四
条

三
段

は
､

そ
れ
ぞ
れ
公
用
収
用

に
基
づ
く
損
失
補
償

請
求
権
と
職
務
責
任

請
求
権

に

つ
き
'
通
常
裁

判
所

の
管
轄
権

を
指
定

し
て

い
る
｡

ま
た
､

行
政
裁
判
所
法

四

〇
粂

二
項

は
'
犠
牲
補
償

請
求
権

に

つ
き
､

や

は
り
通
常
裁
判
所

の
管

轄

指
定
が
な
さ
れ

て

い
る
｡

そ

の
結
果
､
違
法

な
行
政
行
為

の
取
消
訴
訟

や
結

果
除
去
請
求
権

は
行
政
裁
判
所

で
主
張

さ
れ
'
残

り

の
請
求

権

は
通
常
裁
判

所

で
主
張

さ
れ
る

こ
と

に
な

-
､

同

一
の
行
政
行
為

に
関
す

る

二

つ
の
訴
訟

が
別

々
の
裁
判
管
轄

に
属

し
､
両
者

は

一
括

(17
)

審
理
さ
れ
る

こ
と
が

な

い
｡

こ
の
訴
訟

の
複
線

性

に
よ

っ
て
､
被
害
者

に
訴
訟
遅
延
'
出
費

の
増
大
､
判
決

の
矛
盾

と

い

っ
た
負
担
が
課

せ
ら
れ
'
権
利
救
済

制
度

の
大
き
な
障

壁
と
な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
｡

(

1

)

B
G
H
Z
34,
99
(105).

(

2

)

K
E
-S
tH
G
S
.
∽∞.
判

例

･
学
説
は
と
も
に
こ
の
規
定
が
す
で
に
時
代
逼
れ
だ
と
み
て
い
る
｡

s
c
h
e
u
n

e
r
,
P
r
ob
tem
e
d
e
r
sta
a
ttic
h
e
n
S
ch
ad
e
n
sh
a
ftu
n
g
n
a
c
h
d
e
u
tsch
e
m

R
e
c
h
t
,
D

O
v

1
9
5
5
,
S
.
548
.

(3
)
B

G
H
N
IW

1959,
S.
)629.
こ
こ
で
は
､
判
例
は
損

害
賠
償
の
請
求
を
拒
絶
し
た
｡

(4
)
た
と
え
は
､
｢逆
に
､
摺
回
留
保
の
下
で
自
由
裁
量
で
与
え
ら
れ
た
許
可
の
撤
回

(
た
と
え
は
地
下
水
の
淑
み
上
げ
に
関
す
る
水
道
法
七
条
に
よ
る

許

可
)
は
､
そ
れ
が
た
と
え
は
水
道
法
上
の
上
L&,<
行
政
庁
の
監
督
的
な
指
示
に
反
し
て
い
る
場
合
に
は
､
職
務
義
務
違
反
と
な
り
-
る
に
か
か
わ
ら
ず
､
客

観
的
な
動
機
づ
け
が
あ
る
場
合
に
は
適
法
で
あ
る
｣
(B
e
n
d
e
r
)
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
sre
ch
t.
2
1A
u
fl
.
19
7
4
,
S
.
)8
0
).

(
5

)
本
稿
白

北
大
法
学
論
集
二
六
巻
二
号
二
二

1
頁
参
府
O

(
6

)

B
G
H
Z
1
2
,
5
2
(57
)
;
B
G
H
Z
2
3
,
2
3
5
(2
4
0
)
;
B
G
H

N

ュw
t9607S.924
;
B

G
H
Z
3

)
,
)
.

(
7

)

明
示
的
に
は
､
B
G
H
Z
3
7
,
44
(47).

(
8

)

判
例
で
は
､
正
し
く
設
置
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
故
障
し
て
い
た
信
号
機
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
交
通
事
故
は
､

信

号

機

が

｢直
接
｣
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
､
せ
い
ぜ
い
へ
損
害
を
ひ
き
お
こ
す
危
険
状
態
を
作
り
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
､
と
の
理
由
で
､
損
失
補
償
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
｡
B
G
H
Z
5
4
,
3
3
2
.

し
か
し
､
そ
れ
に
対
し
て
は
学
説
の
批
判
が
多
い
o
た
と
え
は
t
B
u
lt,
D
O
v

t9
7
)
,
S
13
0
5
fL
.
;
O
sse
n
.
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b
tih
t
,
J
u

S
L9
7
1
,

S
15
7
5

f5
.
･,

B
e
r
g

e

r
,
V
e
rsR
19
7
2

,
S
17
1
5

ff

.

(9
)

し

か

し

､
不
作

為

に
よ

っ

て

'

基
本

法

で
保

護
さ
れ
た
財

産

権

の

利

用

権
を
侵
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
､
同
様
に
補
償
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
も
の

に
､
B
G
H
Z
3
2
,
2
0
8
(2
1
)
)
"
B
G
H

D
V
B
l
19
7
1
,
S
.
4
6
41

(
川
)
詳

し
く
は
､
本
稿
的

北
大
法
学
論
集
二
八
巻
三
号
四

三

六

頁

以
下
参
照
｡

(
ll
)
た
と
え
は
､
刑
事
補
償
法

(G
e
se
tz
tib
e
r
d
ie
E
n
tseh
a
d
ig
u
n
g
ftir
S
t1･afv
erfo
tg
un
g
sm
afhla
h
m
e
n

v
.
8
.

3
.
197
)
)
の
如
き
o

(
12
)
B
G
H
Z
4
5.
2
9
0.

(13
)
た
と
え
は

､

児
童

か

違
法
に
高
学
年
に
進
絞
さ
れ
な
か
っ
た
リ
､
採
用
許
可
が
違
法
に
拒
絶
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
､
損
失
補
償
請
求
軽
は
考
窟
さ

れ
な
い
O
K
E
I
S
tH
G

S
.
4
4
.

(
14
)
本
稿
西

北
大
法
学
論
集

二
八
巻
三
号
四
五
七
頁
以
下
O

(
15
)

B
V
e
rw
G

D
O
v

197
)
,
S
.8
57
(8
5
9
).

(
16
)
B
G
H
Z

5
3
,
2
1
7
.

(
17
)

憲

法

上
､
法
律
上

の

管
轄
指
定
規
定
の
歴
史
的

･
実
際
的
沿
韓
及
び
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢
西
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
に
お
け
る

1
般
概
括

主
義
と
行
政
裁
判
所
の
管
轄
棟
r
O
L
(
北
大
法
学
論
集

∵
八
巻
三
日p
J
凹
号
)
参
照
｡

第

三
款

国
家
責
任
の
根
拠
づ
け
と
そ
の
性
格

闘

法
治
国
家
的
国
家
責
任
論

一

試
行
錯
誤
の
末
､
最
終
的
に
国
家
責
任
法
政
府
草
案
に
ま
と
め
ら
れ
た
立
法
の
作
業
は
､
結
局
､
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
制

度
固
有

･
制
度
相
互
間
に
存
す
る
矛
盾

･
不
合
理
を
解
消
し
､
こ
れ
ら
を

一
個
の
完
結
し
た
原
理
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
統

一
的
な
金
銭

賠
償
な
い
し
適
法
な
状
態
の
回
復
を
求
め
る
､
全
体
と
し
て
権
利
保
護
体
系
上
調
和
の
と
れ
た
国
家
責
任
法
の
中
に
統
合
す
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
の
基
本
的
な
骨
子
は
､
委
員
会
報
告
書
の
中
で
示
さ
れ
た
四
つ
の
基
本
決
定
'
す
な
わ
ち
へ
仙
過
失
責
任
か
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

ら
不
法
責
任

へ
､
必
金
銭
賠
償
の
個
別
的
算
定
､
周
公
権
的
不
法
に
対
し
て
の
み
の
責
任
へ
㈲
裁
判
管
轄
権
の
統

一
化
､
に
は
ぼ
明
ら
か

(1
)

に
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
基
本
法
の
改
正
を
伴
な

っ
た
こ
の
国
家
責
任
法
の
改
革
に
お
い
て
際
立
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
は
'
国

家
責
任
を
ト
ー
タ
ル
に
根
拠
づ
け
'
国
家
責
任
法
を
根
底
で
支
え
る
指
導
原
理
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
か
'
憲
法
上
の
法
治
国
家
の
原
理

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
れ
が
草
案
に
お
け
る
独
自
の
国
家
責
任
観
を
構
成
し
､
最
も
中
心
的
な
改
革
点
で
あ
る
過
失
責
任
主

義
の
放
棄
も
'
こ
の
国
家
責
任
観
に
そ
の
理
論
的
基
礎
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡

二

法
治
国
家
の
原
理
に
よ
る
国
家
責
任
と
は
､

一
口
に
し
て
い
え
ば
､
｢
穀
指
さ
れ
た
法
治
国
家
制

(R
echtsstaa
ts
lic
hkeit)を
復

(2
)

旧
の
方
法
に
よ
っ
て
治
癒
す
る
こ
と
｣
を
意
味
す
る
｡
こ
れ
を
'
い
ま
少
し
敷
宿
し
て
説
明
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
｡
す
な
わ
ち
1

全
て
の
国
家
権
力
の
行
使
は
憲
法
秩
序
に
､

執
行
権

･
司
法
権
は
法
律
と
法
に
拘
束
さ
れ
る

(基
本
法

二
〇
粂
三
項
)
C

こ
の
拘
束
の
中

に
表
現
さ
れ
た
法
治
国
家
の
原
理
は
'
基
本
法

一
九
粂
四
項
に
お
い
て
､
行
使
さ
れ
た
公
権
力
の
行
使
の
適
法
性
に
関
す
る
裁
判
所
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
違
法
に
行
使
さ
れ
た
公
権
力
を
取
消
す
こ
と
の
み
に

ょ
っ
て
は
'
国
民
の
権
利
保
護
､
法
治
国
家
の
原
理
の
保
障
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
｡
単
に
適
法
な
状
態
の
実
現
に
よ
っ
て
は
除
去

し
え
な
い
損
害
を
生
じ
た
と
す
れ
ば
､
法
治
国
家
の
原
理
は
､
損
害
補
填
の
方
法
で
'
適
法
な
状
態
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
さ
せ
る
こ
と

(3
)

を
要
求
す
る
-

と
い
う
の
で
あ
る
｡
し
か
も
'
こ
の
国
家
責
任
法
の
改
革
に
よ
っ
て
､
従
来
の
ヮ
イ
マ
ー
ル
憲
法

二
二
1t
条
､
基
本
法

三
四
条
が
'
公
権
力
を
委
託
さ
れ
た
職
務
執
行
者
の
法
律
上
根
拠
づ
け
ら
れ
た
個
人
的
な
責
任
を
単
に
国
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
保
障
す

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
､
国
の
遵
法
な
権
力
行
使
に
よ
っ
て
蒙

っ
た
損
害
回
復
を
法
治
国
家
的
な
義
務
と
し
て
､
憲
法
上
の
原
則
に
ま

で
高
め
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
｡
国
家
責
任
の
種
類

･
要
件

･
範
囲
と
い
っ
た
本
質
的
な
部
分
を
憲
法
自
体
が
定
め
､
立
法
者
が
個
別

(4
)

法
の
中
で
制
限

･
修
正
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
､
い
わ
ば
憲
法
制
度
的
に
保
障
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

三

し
か
し
て
､
法
治
国
家
原
理
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
た
国
家
責
任
は
'
本
質
上
つ
ぎ
の
よ
う
な
原
則
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
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説

た
も
の
と
さ
れ
る
｡
第

一
に
'
法
治
主
義
が
国
家
権
力
の
行
使
に
対
し
て
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
国
家
責
任
も
'
公
権
力
の
主
体

と
し
て
の
国
の
直
接
的
責
任

(U
n
m
itte-bare
S
taa
tsh
aftu
n
g
)
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
､
そ
れ
は
'
そ
の
請
求
権
の
要
件
上
'
個
人
的

･

諭

民
法
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
職
務
執
行
者
の
自
己
責
任
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
｡
琴

一
に
､
義
務
に
違
反
し
た
職
務
行
使
の
加
害
的
結

果
に
対
す
る
職
務
執
行
者
の
個
人
的
な
外
部
責
任
は
も
は
や
行
な
わ
れ
ず
､
国
の
み
が
責
任
を
持

つ
排
他
的
な
責
任

(A
u
ss

chtief3)ich
e

St
a
a
t
s
h
a
f
t
u

n
g
)

で
あ
る
｡

第
三
に
'

国
の
責
任
は
､

も
は
や
単
に
不
足
を
補
う
責
任
で
は
な
-
､

国
の
本
来
的
な
責
任

(P

rim
腎
e

S
ta
a
tsh
aftun
g)
で
あ
る
｡
そ
し
て
第
四
に
'
国
家
責
任
は
､
公
権
力
の
主
体
が
法
治
国
家
と
し
て
個
人
に
対
し
て
負

っ
て
い
る
公
法
上

の
義
務
違
反
に
対
す
る
責
任

(Staa
ts
haftung
a
ts
P
n
ich
tw
id
rig
keitshaftu
n
g
)
で
あ
り
'
職
務
執
行
者
の
主
観
的
な
非
難
可
能
な
行

為
に
も
は
や
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い

｡
こ
の
よ
う
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
法
治
国
家
的
国
家
責
任
は
'
基
本
法

一
九
条
四
項
に
基
づ
-
公

権
力
の
行
使
の
適
法
性
に
関
す
る
司
法
的

コ
ソ
-
ロ
ー
ル
が
第

1
次
的
権
利
保
護

(P
rim
a
r
er
R
echtsschutz)
だ
と
す
れ
ば
'
い
わ
ば

そ
れ
を
補
完
す
る
第

二
次
的
権
利
保
護

(Se
k
und
a
r
er
R
e
ch
tssc
hutz)
と
し
て
の
機
能
を
有
し

､
両
者
相
供

っ
て
法
治
国
家
制
の
強
化

(5
)

を
図
る
こ
と
が
こ
こ
で
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
｡

四

公
権
力
の
違
法
な
行
使
に
対
す
る
国
の
責
任
を
法
治
国
家
の
原
理
に
ょ

っ
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
､
過
去
の
学
説
の

中
に
全
-
み
ら
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
す
で
に
ワ
イ

マ
ー

ル
憲
法
の
下
で
'

フ
ル
ラ
ー

(P
u
rle
r)'
チ
ャ
ク
シ
ュ
(

T
s
c
h

a
k
sch
)

ら
ほ
､

当
時
憲
法
上
空
白
部
分
だ
と
さ
れ
た
違
法
か
つ
無
過
失
の
侵
害
に
対
す
る

国
の
損
失
補
償
義
務
を
'
｢
法
治
国
家
の
必
然
的
な
相

(6
)

関
概
念
｣
と
説
明
し
て
い
た
｡
し
か
し
'
こ
の
学
説
は
､
法
治
国
家
に
か
か
る
要
請
を
見
出
す
こ
と
は
誤
り
だ
と
し
て
'
当
時
の
ワ
イ
マ

ー
ル
学
派
､
殊
に
'
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー

(St6
d
te
r)､
カ
ッ
ツ
ェ
ソ
シ
ュ
タ
イ

ン
(K
a
t
zens
tein
)
ら
に
ょ

っ
て
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡
ボ
ソ
基
本
法
の
下
に
お
い
て
も

'
類
似
の
見
解
は
散
見
さ
れ
る
｡
た
と
え
ば

'犠
牲
補
償
請
求
権
を
､

(適
法
な
)
行
政
活
動
の

意
図
さ
れ
な
い
結
果
及
び
生
命

･
自
由

･
健
康
に
対
す
る
適
法
な
侵
害
に
つ
い
て
認
め
る
ヤ
ソ
セ
ソ

(laロSSen)
は
'
違
法

･
無
過
失
の
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ドイツにおける国の無過失責任諭 し5)

侵
害

に
対
す
る
国

の
損
失
紬
慣
義
務
を
'
｢
基
本
法

か
'

-1
粂
三
重
'

一
九
粂
四
項
､

二

〇
粂

三
軍
､

二
八
粂

l
頃

1
段

で
国
家
形
体
と

(7
)

し
て
定

め
る
社
会
的
法
桁
国
家

に
関
す
る
考
慮
｣

か
ら
導
き
山
し
て
い
る

｡

そ

の
ほ
か
､
国
家
責
任

の
拡
大
化

の
現
象
な

い
し
そ
の
動
機

(8
)

づ
け
を
法
治
国
家

の
原
理
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
説
明
す
る
見

解

も

い
く

つ
か
存
在

し
た
｡

し
か
し
､
従
来
､
行
政

の
法
律
適
合
性

の
原
則
な

い
し
は

1
娘
的
な
法
治
国
家

の
原
理
は
､
自
由
及
び
財
産
権

に
対
す
る
侵
害
が
法
律
上

の
根
拠

に
基
づ

い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
､

こ
れ
ら
は
'
そ
れ
が
害
さ
れ
た
場
合

に
ど
-
す
べ
き
か
に
つ
い
て
ま
で
述
べ
る
も
の
で
は
な

(9
)

い
t
と

の
理
解

か

1
般
的
で
あ
り
'
法
治
国
家
的
損
失
補
償
理
論
は
十
分
な
説
得
力
を
持
ち
え
な
か

っ
た
｡

こ
の
度

の
国
家
責
任
法
草
案

に
み
ら
れ
る
法
治
国
家
的
国
家
責
任
論
は
'
従
来

の
国
家
責
任
制
度
を
解
体
し
た
上

で
の
提
言
で
あ
り
'
過
去

の
学
説
と
の
連
続
性
は
な

い
が
､
法
治
国
家

の
原
理

に
新
た
な
意
義
を
=
与
し
､
そ
れ
を
憲
法
的
次
元
で
制
度
的
に
定
着
さ
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る

点

に

お

い

て
'
法
治
国
家
理
論
お
よ
び
国
家
責
任
根
拠
諭

の
上

に
新
た
な
問
題
提
起
を
迫
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑

い
な

い
｡

(

1
)
K
E
-StH
G

S
.∽O
.

(

2
)
R
E
-StH
G

S
.
14
ff
.,

S
.
i(汁
E
IStH
G

S
.
)7
ff.

こ
の
法
治
国
家
の
思
想

に
央

づ
け
さ
れ
た
国
家
讃
任
軌

は
､

H
ans⊥
och
en
V
o
g
e
l,
D
ie

V
e
rw
ir
klicilun
g

d
e
r
R
e
ch
{sstaatsid
e

e
lm

S
taa
tsh
a
ftu
n
g
sre
ch
t,
1977
お
よ
び
､
d
e
rs
.
D
ie
V
e
rw
lrk
lich
un
g
de
r
R
e
ch
tsstaa
tsid
ee
im

S
taatsh
(1
ftu
ng
srech
t
-Z
u
r
R

efo
rin

de
s
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
srechts･
.
D
V
B
J
t97
8,
S
.
65
7
ff.
に
展
開
さ
れ
て
お
り
､

こ
の
見
附
か
､
実
際
上
は
草
案

作
成
の
上
に
指
導
的
役
割
を
果

た

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(

3

)
R
E
･S
tH
G

S
.
16
;
E
IStH
G

S
.
)7
.

(

4

)

基
本
法
三
凹
条
は
､
現
在
､
つ
ぎ
の
よ
-
に
改
正
す
･(
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
〇
三
四
条

l
堺

｢
他
の
者
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
公
法
上
の
義
務

違

反
に
対
す
る
執
行
推
及
び
司
法
梓
の
責
任
は
保
証
さ
れ
る
o
故
意
あ
る
い
は
歪
大
な
義
務
違
反
あ
る
場
合
に
は
､
求
供
を
さ
ま
た
げ
な
い
｡
争
い
あ
る

場
合
に
は
'
出
訴
の
道
か
開
か
れ
る
｡｣

同
二
項

｢
責
任
の
内
容

･
範
囲
に
関
す
る
詳
細
は
､
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
が
定
め
る
｡｣

(

5
)
R
E
･S
tH
G

S
.
)6
f.,
65
f∴
E
IS
tH
G

S
.
17
･,
V
o
g
e
l,
D
V
B
t
S
1
66
2
.
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説

(

6
)
本
稿
H

北
大
乾
草
論
集

二
五
巻

言
百
三

一
頁
以
下
｡

読

(

7
)
l
a
n
ss
e
n
.
r)e
r
A
n
s
p
r
u
c
h

a
u
f
E
n
ts
c
h
a
d
ig
u
n
g

bet
A
u
fo
p
fe
r
u
n
g
un
d

E
n
te
ig
n
u
n
g
,
S
.
125
f
.

(

8

)

た

と
え
は
､

K
rc
f
t,Z
um
V
erha
ltn
is
vo

n
A
u
fo
p
feru
n
g
sa
n
sp
riic
hen
u
n
d

A
m
tsh
a
ftu
n
gsansp
r
iic
hen
,
D
O
v

1
9
5
5

S
.5
1
9
.
H
aas.

S

ys
tc
m

d
e
I
G
ff
enttich
rech
ttlCh

en
Ent
sc
h
a
d
ig
u
ngspA
ichten
,
S
15
9
;
R
e
in
h
a
r
d
t
,V
e
r
h
a
n
d
ltln
g
e
n
d
es
47.
D
J
T
,

19
5
5
,

B
d
L
,
I.

H

b
こ

S
.2
4
8
1

(

9
)
B
achof.
V
erfassun
g
s
re
cht.
V

erw
a
ltun
g
s
r
e
c
llt
.
V
e
r
fa
h
rensrecht,T
el1
11,
S
.
261.

惚

過
失
責
任
主
義
の
放
棄

一

法
治
国
家
の
原
理
に
基
づ
-
直
接
的

･
排
他
的

･
本
米
的
な
国
の
義
務
違
反
責
任
は
'
国
が
自
ら
負
担
す
る
外
部
的
な
義
務
に
達

(1
)

反
し
た
自
己
の
不
法
に
対
し
て
負
う
責
任

(委
員
会
草
案
等
で
は
こ
の
責
任
を

｢
不
法
責
任

(U
nrechts
haftung)｣
と
呼
ん
で
い
る
｡)

で
あ
る
｡
こ
の
よ
-
な
責
任
は
､
責
任
の
性
質
上
'
職
務
執
行
薯
の
過
失
を
も
は
や
前
提
に
し
な
い
.
法
治
国
家

の
原
罪
に
よ
っ
て
裏
づ

け
さ
れ
た
国
家
責
任
の
憲
法
上
の
保
証
は
'
職
務
執
行
者
が
有
責
に
行
為
し
た
か
否
か
に
係
り
な
く
'
原
状
回
復
の
方
法
で
､
穀

損
さ
れ

(2
)

た
法
治
国
家
制
の
復
元
を
要
求
す
る
｡
し
か
し
､
さ
ら
に
'
具
体
的
に
国
家
責
任
法
草
案
が
過
失
責
任
主
義
を
放
棄
す
る
に
至
っ
た
背
景

と
し
て
､
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
論
的

･
実
際
的

･
法
政
策
的
理
由
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
0

(3
)

(4
)

二

職
務
責
任
で
は
過
失
責
任
主
義
が
妥
当
す
る
と
は
い
っ
て
も
'
近
時
の
判
例
は
､
山
過
失
の
客
観
化
'
必
過
失
の
推
定
､
矧
組
織

(5
)

(6
)

過
失

(O
r粥,a
n
isa
tio.nsverschutden)
の
承
認
､
㈲
挙
証
責
任
の
軽
減
な
い
し
転
換
t
等
の
方
法
に
ょ
-
､
過
失
の
要
件
を
か
な
り
緩
和

し
て
き
て
お
り
'
過
失
の
本
来
果
た
す
べ
き
意
義
が
実
際
上
は
相
当
程
度
相
対
化
な
い
し
減
少
し
て
き
て
い
る
｡
ま
た
'
判
例
は
､
収
用

類
似
の
侵
害
､
犠
牲
類
似
の
侵
害
お
よ
び
結
果
除
去
の
法
制
度
を
発
展
さ
せ
'
こ
の
分
野
に
国
の
直
接
的
な
無
過
失
責
任
を
定
着
さ
せ
る

に
至
っ
た
｡

北法31(1･120)120



ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

(
7
ノ

(8
)

(9｣

(1
)

三

ス
イ
ス
､
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国

'

ギ
-
シ
ア

'

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
諸
国
は
､
す
で
に
立
法
上
国
家
責
任
の
成
立
要
件
と
し
て
の

(ll
)

過
失
を
放
棄
L
t
い
わ
ば

1
種
の

｢
違
法
性
責
任
｣
を
実
現
し
た

｡
他
の
過
失
責
任
主
義
を
採
る
国
々
に
お
い
て
も
､
立
法
な
い
し
は
判

例
に
ょ
り
､
過
失
の
相
対
化
あ
る
い
は
純

粋
な
過
失
責
任
か
ら
の
解
放
が
は
か
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
｡
た
と
え
ば
'
オ
ラ
ン
ダ
､
イ
タ
リ

ア
'
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
は
､
行
政
作
用
の
基
準
と
さ
れ
る
法
規
範
が
十
分
明
白
で
あ
る
の
に
法
違
反
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
､

過
失
の
推
定
が
な
さ
れ
'
ま
た
､
私
人
に
適
用
さ
れ
る
危
険
責
任
に
関
す
る

一
般
的
な
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り

(
イ
タ
-
7
､
イ

辛
-
ス
な
ど
)
'
お
よ
び
､
特
別
法
の
規
定
に
よ
り

(
フ
ラ
ン
ス
､
ベ
ル
ギ
ー
'
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
各
州
な
ど
)
'

一
定
の
分
野
に
危
険

責
任
の
法
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
へ
過
失
責
任
か
ら
の
解
放
が
は
か
ら
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'

フ
ラ
ン
ス
の
国
家
責
任
制
度
に
み

ら
れ
る

｢
役
務
の
過
失
｣

(fau
te
d
e

s
e
r
v
i
c
e
)

に
典
型
的
な
よ
う
に
､
過
失
を
個
々
の
公
務
員
の
個
人
的
な
過
失
な
い
し
戦
痕
あ
る
行

為
と
し
て
把
え
る
の
で
は
な
く
'
そ
れ
を
専
ら
客
観
的
に
欠
陥
の
あ
る
組
織
な
い
し
行
政
の
誤

っ
た
作
用
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
行
な

わ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
国
々
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
､

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
お
い
て
､

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
､

l
九

七

一
年
以
降
'
職
務
上
の
誤
り
に
対
す
る
共
同
体
の
責
任
に
関
L
､
請
求
権
の
要
件
と
し
て
､
も
は
や
明
示
的
に
過
失
を
あ
げ
て
お
ら
ず

'

(1
)

純
粋
な
違
法
性
責
任

へ
の
傾
向
を
示
し
て
き
て
い
る
｡

四

民
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
と
は
異
な
り
､
こ
こ
で
過
失
を
放
棄
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
'
公
権
力
の
､
そ
れ
に
服
従
す
る
市

民
に
対
す
る
事
実
上

･
法
律
上
の
優
位
性

(i)
bertegenheit)
の
散
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
公
法
上
の
従
属
関
係
に
お
い
て
ほ
'
通
常
の

私
的
取
引
に
お
け
る
場
合
よ
り
も
市
民
を
よ
り
大
き
な
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
'
そ
れ
だ
け
強
く
市
民
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
｡

他
方
､
公
権
力
は
'
そ
の
優
位
性

･
支
配
力

･
権
力
の
独
占
の
故
に
'
権
力
行
使
の
適
法
性
に
対
す
る
よ
り
高
め
ら
れ
た
責
任
を
負
担
L

へ13
)

な
け
れ
は
な
ら
な
い
｡

五

過
失

責
任
圭
束
の
放
棄
に
よ

っ
て
国
家
貴
任
か
際
限
な
-
拡
大
し
､

財
政
支
出
が
著
し
-
増
大
す
る
危
供
は
な
い
｡

そ
の

こ
と

北法31(1･121)121



説

は
､
す
で
に
今
日
責
任
の
歯
止
め
と
し
て
の
過
失
の
役
割
が
後
退
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
､

つ
ぎ
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
｡

(14
)

ま
ず
第

一
に
'
革
案
自
体
が
種

々
の
制
限
規
定
を
設
け
て
お
り
､

そ
れ
に
よ

っ
て
国
家
責
任

の
異
常
な
拡
大
が
抑
制
さ
れ
る
｡

す

な

わ

諭

ち
､
仙
全
て
の
加
害
的
違
法
に
責
任
が
生
ず
る
の
で
は
な
く
,
国
は
被
害
者
に
対
し
て
負

っ
て
い
る
義
務
の
違
反
に
対
し
て
の
み
責
任
を

負
う
'
恩
遇
正
条
項

(A

daquanzktauset)に
よ
り
'
異
常
に
高
報
の
損
害
賠
償
が
回
避
さ
れ
る
､
㈲
被
害
者

の
過
失
の
共
同
寄
与
'
共

同
原
因
も
､
賠
償
請
求
権

を
減
少
な
い
し
排
除
し
う
る
､
㈲
被
害
者
が
裁
判
所
に
ょ
る
権
利
救
済
の
機
会
を
逸
し
た
と
き
に
は
､
責
任
は

(.;
,

生
じ
な
い
､
㈲
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
-
責
任
に
つ
い
て
は
､
国
は
故
意
の
場
合
に
の
み
責
任
を
負

い
､
立
法
上
の
不
法
に
つ
い
て
は
､

憲
法
裁
判
所
に
よ
る
不
法
の
確
定
後
､

1
走
期
間
内
に
'
改
正
さ
れ
た
基
本
法
三
四
条
の
保
障
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
'
責
任
を
制
限

･
排

(16
〕

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
､
㈲
改
正
さ
れ
た
基
本
法
三
四
条
の
枠
内
で
は
'
連
邦
立
法
者
は
､
裁
量
に
よ
り
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き

(17
)

る
t
と
い
っ
た
､
責
任
を
限
定
す
る

l
連
の
予
防
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
｡
第
二
に
'
財
政
負
担
の
増
大
に
対
す
る
懸

念

に

つ

い

て

は
'
以
下
の
よ
う
な
資
料
な
い
し
見
通
し
の
下
に
､
そ
れ
か
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
も
の
に
止
ま
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
て

い

る
｡

T
つ

は
'
す
で
に
立
法
上
無
過
失
責
任
を
導
入
し
た
国
'
殊
に
ス
イ
ス
に
お
け
る
統
計
資
料
で
あ
る
O

ス
イ
ス
連
邦

で
は
､

一
九
六
九
年
か
ら

一
九
七
三
年
に
か
け
て
'
国
家
責
任
に
基
づ
く
財
政
支
出
は
､
平
均
し
て
'
全
支
出
御
の
〇
･
〇
一
八
%
で
あ

っ
た
に
す

ぎ

な

い
｡

ま

た
'

ス
イ
ス
の
州
に
つ
い
て
み
る
と
'

一
九
六
九
年

の
法
律
に
よ
り
'
そ
れ
ま
で
の
公
務
員
責
任
か
ら
州
の
違
法
性
責
任
に
移
行
し
た
チ

ュ
-･
-

ッ
ヒ

(T
iir
ig
)
で

は
'

一
九
七
二
年
度
で
こ
の
数
値
が
約

〇
･
九̀
%
で
あ
る
に
と
と
ま
り
､
な
お
も
過
失
原
理
を
採
用
し
て
い
る

(18
)

ベ

ル

ン

(B

ern
)
の

〇
･
三
%
と
比
較

ノ

て
も
'
二
倍
に
も
満
た
な
い
｡

二
つ
は
､
現
行
調
度
に
基
づ
く
国
家
責
任
支
出
の
実
績
を
基
礎

に

し
た

財
政
支
出
増

の
予

測
て
あ
り
､
草
案

は

p

い
ず
れ
も
'
改
軒
に
伴
な

っ
て
牛
.ず
る
財
政
負
担
増
が
必
ず
し
も
さ
ほ
ど
大
き
-
な
ら

へ19)

な

い
も

の
と
組

込
ん
LTJ
い

ろ
り

六

桝
ド
イ
ソ

に
お
け

る
無
過
失
責
任
主
義
の
導
入
は
､
こ
の
よ
う
に
､
決
し
て
唐
突
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
｡
過
失
原
雌
か
ら
の
解

北法31(1･122)122



ドイツにおける国の無過失責任諭 し5)

放
は
､
す
で
に
職
務
責
任
に
関
す
る
判
例
に
ょ
っ
て
暗
示
さ
れ
て
お
り
､
収
用
類
似

･
犠
牲
類
似
に
閑
す
る
判
例
は
､
そ
れ
を
先
取
り
し

た
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
に
加
え
､
諸
外
国
の
実
情
'
財
政
負
担
に
お
け
る
楽
観
的
見
通
し
が
､
外
的
条
件
と
し
て
､
そ
の
立
法
化
を
促

す
要
因
と
な

っ
た
｡
草
案
に
お
け
る
無
過
失
責
任
主
義
の
立
法
化
は
､
そ
の
意
味
で
'
い

わ

ば

'
ド
イ
ツ
の
法
発
展
史
の
延
長
線
上
に
あ

る
必
然
的
な
結
果
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
rJ

(
1
)
主
と
し
て
委
員
会
草
案
で
川
い
ら
れ
て
い
る

｢
不
法
責
任
｣

の
概
念
は
､

や
や
例
碓
性
を
欠
く
O

不
法
克
任
は
､

1]
刀
で
､
｢
高
め
ら
れ
た
危
険
に
対

す
る
国
の

1
般
的
な
補
償
兼
務
｣
で
は
な
い
し
､
ま
た

｢
社
会
的
損
失
補
償
法
｣
で
も
な
い

(K
E
-
S
tH
G
S
.
6
3
f
.)｡
し
か
し
､
他
力
､
草
案
で
は

｢
原

因
責
任
｣
(V
e
ru
rba
C
h
u
n
g
sh
a
ftu
n
g
)
と
も
呼
ば
れ
て
お
り

(K
E
I
S
tH
G

S
.
6
3
f
.)､
そ
れ
は
ス
イ
ス
で
の
用
語
例
と

1
敦
す
る
O

と
こ
ろ
か
､

従

来
､
危
険
責

任
の

間
態
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
技
術
的
な
行
政
上
の
装
置

(信
号
機
'
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
)
の
故
障
に
対
す
る
在
任
を
不
法
漬
任
に

含
め
て
扱

い

(草
壌

一
条
二
項
)
､
ま
た
､
克
任
成
立
安
件
と
し
て
の
違
法
性
を
､

公
法
上
の
兼
務
違
反

と
し
て
い
る
点
で
､

純
粋
な
原
因
寅
任
と
も
共

な
る
よ
-
で
あ
る
｡

(
2
)
法
治
国
家
的
国
家
去
任
か
､
そ
の
諭
雌
的
帰
結
と
し
て
原
則
と
し
て
無
過
失
責
任
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
､
委
員
会
草
案
で
も

(K
E
I
S
tH
G

S
.
)8,
S.

67
)､
報
告
者
草
案
で
も

(R
E
･
S
tH
G

S
.
4
6
f.)､

か
な
り
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
､
政
府
草
案
て
の
説
明
て
は
､
｢
職
務

執
行

省
か
､

(
職
務
の
執
行
の
際
に
)
注
意
義
務
に
違
反
し
た
か
ど
-
か
は
､

に
も
か
か
わ
ら
ず
意
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
｡

国
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
要
求
さ
れ
た

注
意
か
払
わ
れ
て
い
た
場
合

に
は
式
任
の
回
避
が
可
能
と
な
る
｡

も
ち
ろ
ん
､

過
失
は
責
任
の
要
素
と
し
て
の

そ
の
性
田
に
お
い
て
は
意
義
か
減
少
す

る
｡｣
(
傍
点
筆
耕
)
と
な
っ
て
お
り

(E
･
S
tH
G

S
.
2
6
)､
こ
の
あ
た
り
に
過
失
の
拭
い
に
関
す
る
微
妙
な
く
い
追
い
か
感
じ
ら
れ
る
o

(
3

)
具
体
的
な
加
賀
薪
の
人
柄
か
ら
解
放
さ

れ
た

一
般
的
･
抽
象
的
な
わ
為
期
待
義
務
を
定
立
し
､
客
観
的
な
行
為
基
準
を
設
定
す
る
｡
職
務
寅
任
の
場
合

に

は
､
理
念
的
な

｢
義
務
に
忠
淡
な
平
均
的
公
務
員
｣
の
わ
あ
か
過
失
の
基
準
と
さ
れ
る
｡
R
G
Z

15
6
,
3
4

(5
1)
‥
B
G
H
Z

2
.
2
0
9
(2
14
)
;
4
,
3
0
1

(3
13
)
;
2
2
.
2
5
8
(2
6
3
).

(

4

)
R
G
Z
1
.2
5
,
85.

(

5

)

過
失
か
個
別
的

な

具
体
化
さ
れ
た
人
格
に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
く
､
行
政
袈
常
自
体
の
暇
加
あ
る
作
川
と
さ
れ
る
O

(
6

)

い
わ
ゆ
る

P
rim
a
fa
c
ie
-
B
e
w
e
is
に
関
す
る
規
定
を
掘
川
し
て
,

れ
政
庁
に
釈
明
な
義
務
づ
け
る
o

R
G
Z

t3

0,3
58
;
B

GH
N

J

W

L
95
1
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S
1
36O.

(7
)
B
un
d
e
sg
e
se
tZ
tib
e
r
(lie
V
e
ra
n
tw
orttic
h
keit
d
es
B
u
n
((es
sow
ie
se
in
e
r
B
ehG
r(tern
itg
lie
d
e
r
u
n
d
B
eam
te
n
v
.
14.
M
arl.195
8
.

(8
)
G
ese
tz
zu
r

R
eg
e
lu
n
g

d
er
S
ta
ittSha
ftu
ng
in
d
er
D
D
R
v.
12.
M
a
i
1
965
1

(9
)
E
ln
fiih
run
g
sg
e
setz
z
u
m

Z
iv
itge
se
tz
b
u
c
h
v.
)941
,A
r
t.10
4
.
1
05
,
L
O6.

(1
)
V
e
r
ft1SSu
n
g
V
.

21.
F
eb.
)974,
A
rt.
199.
3
8
8
.

(
11
)
た
だ
､

こ
れ
ら
の
諸
国
に
お

い

て
も
､
｢
違
法

性
意
什
｣

だ
と
は
い
え
､
逮
法
性

の
範
印
が
定
義

･
節
駅
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
､
ま
た
､
過
失
か
全
く
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
｡
た
と
え
は
､

ス
イ
ス
で
は
'
行
政
庁
の
裁
量
処
分
か
､
後

に
監
憤
行
政
庁
に
よ
り
合
目
的
的
で
な
い
と
の
理
由
で
取

消
さ
れ
た
場
合

に
も
損
票
肥
償
請
求
擬

ttJ
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
､
ま
た
執
務
義
務
に
従

っ
た
行
為
か
適
法
で
あ

っ
て
も
国
家
責
任
法
上
は
違
法
と
は

根
わ
れ
な

い
(Z
u
r
R
e
fo
rm

d
e
s
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
s
rc
c
h
ts
.R
e
c
h
tsv
e
rg
le
ic
h
e
n
d
e
s
G
u
ta
ch
te
n
d
e
s
M
ttx
･
P
la
n
c
k
L
n
stitu
ts
fiir
a
u
sla
n
d
･

isc
h
e
s
G
ffe
ntliches
R
e
ch
t

un
d
V
o
tk
c
rre
c
h
t
,
1975
S
15
ff.
)U
更

に
､
同
家
責
任
法
上
､
裁
判
官
は
､
比
亡

･
身
体
傷
害

の
場
合
に
'
公
務

員
の
過
失
が
こ
れ
を
是
認
す

る
か
ぎ
り
､

賠
償
と
し
て
相
当
な
鰍
を
判
決
す
る
二
と
か
で
き

(
同
法
六
条
)
､
被
告
者
の
過
失
寄
与

(M
itv
e
rs
c
h
utd
e
n
)

を
考
慮
す
る
範
州
内
で
'
公
務
員
の
電
過
失
を
被
害
者
の
軽
過
失
と
つ
り
あ
わ
せ
､
そ
れ
に
応
じ
て
紙
状
請
求
権
の
紙
筒
を
排
除
す

る
こ
と

が
あ
る

(州

法
四
条
)
点
で
､
過
失
原
理
に
依

っ
て
い
ろ
は
か
､

在
任
あ
る
職
務
執
行
話
の
人
肌
範
卵
も
制
限
さ
れ

(
同
法

一
条
､
二
条

一
塀
､

一
九
粂
)
､

形
式
的

既
判
力
あ
る
処
分
､
決
定
'
判
決
の
適
法
性
を
去
任
手
続
の
中
で
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(
㈹
法

l
二
条
)
0

(
1
)

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
北
ハ
閃
体

の
不
法
H
l･+3
寅
化
は
､
｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
J:伏
･
鉄
鋼
共
同
体
設
3111.条
約
｣
(V
e
rtra
g
iib
e
r
d
;e
G
rtin
du
n
g
d
er
E
u
rop
a
isch
en

G
e
m
e
ln
SC
h
a
fこ
iir
K
o
h
le
u
n
d
S
t･Llh
l
v
.
)9
5
1
-
E
G
K
S
)

四
〇
粂

一
項
､
｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

済
共
同

体
設
立
条

約
｣
(V
e
rtra
g
zu
r

G
riind
u
ng

d
e
r
E
u
rop
a
isc
h
e
n

W
irtschaftsgem
e
in
sch
a
ft
v
.
)
957
-
E
W
G
)

二

山
五
条

二
項

､
｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
子
力
共
同

体
琴
北
条
的
｣
(V
e
rtra
g

zu
r
G
r
til･(
l
u
l
l.gT
〔一e
r
E
u
ro
p
zi
isch
en
A
to
m
g
em
e
insch
a
f
t
v.
)9
57
-
仁
A
G
)

1
八
八
粂
二
項
に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら

の
規

定
か
ら
は
､
.X
l.一LI
ヒ
､
共

同

体
の
責
任

か
過

失
寅
任

で
あ

る
か
ど

-
か
は
明

推
て
ほ

な
い
か
､

ヨ
I
tl
ソ
バ
裁
判
所
は
､

T.
九
六
五
年

〓

l月
九
日
の
判

決
で
､
よ
す

E
G
K
S

の
規
定

に
関
し
､
そ
れ
か
過
失
責
任
で
あ
る
こ
と
を
認
め

(S
a
m
m
u
lu
n
g

B
d
.
X
i
.
1
9
6
5
,
S
.
)
19
7
ff.)､
後
に
､
そ
の
他
の

規
定

に
つ

い
て
も
､

そ
れ
か
過
失
･氏
任
で
あ
る
と
み
な
し
+).
(U
rte
〓

V
.
)4
.
7
.
)967
,
B
d
.
X
tll
.
)967.
S
.33L
fL.;
V
.
S
o
l
L
1
｣
9
6
7
.
B
d
.
X
III.

)
9
6
7
-
S
.
3
tS5
t.I.
)

-

し
か
し
､

T
九
ヒ

1
年
以
降
の
判
決

で
は
､
主
観

的
た
行
あ

の
安
素
が
問
題
と
な

る
か
ぎ
り
､
そ
れ
は
専
ら
違

法
性

の
範
押
内

で

搬
わ
れ
､
過
失
の
問

題
と
し
て
･hJ.
処
現
さ
れ
て
い
た
い

(U
rte
il
v
.
i28
.
4
.
1
9
7
)
,
B
d
.
X
V
ll
,
)
9
7
)
,
S
.3
2
5
ff.
;
V
.
2.
)2
-
19
7
1
,
B
d
I
+Y
V
ll
,
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

)
97
1
,
S
1
9
7
5

ff.･,V
.
13.
6
.
)97
2
,
B
d
.
X
V
II
I,
19
7
2
,
S
.
39
t
ff.i

v
.
)2.
7
.
19
7
3
.
B
d
.
X
IX
,
1973.
S
.
7
9
1
ff.･,
V
.
24-
1O.
19
7
3
,
B
d
.

X
IX
,
)9
7
3
,
S
.
105
5
ff.;
V
.
13
.
1
)
.
)973
,
B
d
.
X
IX
,
19
73
,
S
.

1

2
2
9
ff.;
V
.
2
.
7
.
)
974
,
B
d
.
X
X
,
197
4
,
S
.
6
7
5
ff.).

(e
)

K
E
･S
tH
G
S
.
51
f
.;
R
E
IS
tH
G
S
.
6
7
f.;
E
-S
tH
G
S
.
26.

(
E
)
K
E
･
StH
G

S
.
52
f.

(
15
)
政

府
草
案
で

は
､
司

法
権
に
よ
る
国
家
責
任
に
つ
い
て
は
へ
義
務
違
反
が
犯
罪
と
な
り
､

判
決
が
無
効
と
さ
れ
た
時
に
の
み
責
任
か
生
ず
る
と

な

り

(
五
条
)
､
責
任
が

一
段
と
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
.

(
16
)
立
法
梶
の
不
法
に
刈
す
る
責
任
は
､
立
法
権
に
自
由
な
活
動
の
余
地
を
与
え
る
と
の
趣
旨
か
ら
､
政
府
草
案
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
O

(
17
)
草
案
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
審
議
の
過
程
で
も
､
最
も
問
題
と
さ
れ
た
の
は
こ
の
点
で
あ
っ
た
o
l
九
七
九
年
五
月
二
八
日
付

｢
ヴ
ェ
ル
ト
紀
｣
("D
ie

W
e
lt｡
)
は
､
連
邦
議
会
の
法
制
委
員
会
で
開
か
れ
た
公
聴
会
に
お
い
て
､
草
案
の
無
過
失
責
任
規
定
は
原
則
的
に
多
-
の
関
係
諸
団
体
の
同
意

を
得
つ

つ

も
'
自
治
体
中
央
連
合
へ
自
治
体
保
険
組
合
な
ど
は
､
国
家
責
任
法
の
制
定
に
よ
り
､
著
し
い
支
出
増
が
予
想
さ
れ
る
と
主
張
し
た
と
報
道
し
て
い
る
o

(
18
)

ス
イ
ス
と
の
比
較
的
検
討

に
つ
い
て
は
､
R
e
b
in
d
e
r,
G
u
ta
ch
tcn
.
E
in
V
e
r
gteich
d
e
r
g

e
plan
te
n
R
efo
rm

d
e
s
S
taa
tsh
a
ftu
n
g
sre
ch
ts

in
d
e
r
B
R
D

n
it
d
e
r
R
e
ch
tsw
irk
tic
h
k
e
it

de
r
S
taats-
u
nd
B
e
a
m
ten
h
aftu
n
g
i
n

d
er
S
chw
e
iz
l

t955
;
D
ersこ
K
呂
n

b
e
i
d
e
r

H
a
ftu
n
g
s
d
e
s
S
taates
fiir
F
eh
]ve
rh
alten
〔le
s
G
ffenttich
e
n
D
i
enste
s
au
f
d
a
s
V
e
r
sch
u
td
e
ns
erfo
rde
rn
i

s
v
erzich
te
t
w
e
rd
e
n
:)

O
H
C
n
tlic
h
er
D
ien
st
(F
sch
r
.
ftir
C
.
H
.
U
te)
S
.
399
ff.

(
19
)
委
員
会
草
案
の
記
述
に
よ
れ
は
､

連
邦
最
高
裁
判
所
が
下

し
た
国
家
責
任
判
決
の
う
ち
､
専
ら
過
失
の
考
慮
に
其
づ
い
て
拒
絶
さ
れ
た
請
求
の
占
め
る

割
合
は
､

1
九
五
五
年
か

〓

l
･
五
%
､

一
九
六
〇
年
が
凹

･
七
%
､

一
九
六
五
年
は

7
･
九
六
%
､

一
九
六
九
年
は
た
だ

一
件
だ
け
で
あ
り
､
rL
級
裁

判
所
に
お
い
て
も
事
情
は
似
た
よ
-
な
も
の
だ
と

い
う
(K
E
I
S
tH
G

S
.)5
3
f.)o
L
か
し
､
そ
の
後
､
新
し
く
公
法
上
の
責
任
制
度
を
形
成
す
る
に
際

し
て
は
'

現
行
法
体
系
下
で
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
認
識

さ
れ
､

一
九
七
六
年
九
月
､

報
告
者
草
案
に
先
立
ち
､
｢
国
家
責
任
事
件

に
お

け
る
法
事
実
的
認
識
｣
(R
e
c
h
tsta
tsa
c
h
tich
e
E
rk
e
n
n
tn
isse
in
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
ssa
c
h
e
n
19
76
)
が
連
邦
司
法
省
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
た

(
一
九

七
七
年
十
二
月
に
は
､

こ
の
結
果
に
､

さ
ら
に

公

共

団
体

で
の
調

査
を
加
え
た
要
約
が
出
さ
れ
て
い
る
)
O

こ
れ
は
､
現
行
法
に
基
づ
く
朋
政
負
担
の
状

況
を
知
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
'
連
邦
､
ラ
ソ
ト
に
お
け
る
国
家
責
任
に
対
す
る
支
出
に
つ
い
て
の
行
政
調
査
､
お
よ
そ

1
五
〇
〇
件
の
既
判
力
を
有
す

る
国
家
責
任
訴
訟
の
訴
訟
記
録
の
評
価
か
ら
な
っ
て
い
る
O

そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
､

ま
ず
行
政
調
査
で
は
､

一
九
七
二
年
の
会
計
年
度
に
お
い
て
､

連

邦
'
ラ
ン
ト
で
は
､
公
擬
力
の
行
使

に
基
づ
く
国
家
責
任

(狭
義
の
国
家
責
任
)
の
領
域
で
､
給
紙

一
五
九
〇
万

マ
ル
ク
の
請
求
が
な
さ
れ
'
そ
の
う
ち
､

北法31(1･125)125



一
九
〇
万

マ
ル
ク
か
支
払
わ
れ

(
一
二

･
五
%
)
､

1
三
九
〇
万

マ
ル
ク
が
拒
絶
さ
れ
て
い
る
｡

そ
し
て
'
そ
の
-
ち
の
四
五
%
が
､

公
務
員
に
過
失
か

な
い
と
の
理
由
で
拒
絶
さ
れ
て
い
る

(
ラ
ン
ト
の
み
に
つ
い
て
は
､

こ
の
数
値
は
三
八

･
六
%
)
｡
し
か
し
､
裁
判
所
の
訴
訟
記
録
で
は
､

狭
義
の
国
家

責
任
請
求
事
件
の

1
〇

･
四
%
か
加
害
公
務
員
の
無
過
失
を
理
由
に
棄
却
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

(
し
か
も
､

こ
の
パ
ー
セ
ン
チ
ト
ン
に
は
､
明
ら
か

に
過
失
を
欠
く
た
め

に
､
他
の
､
よ
り
面
倒
な
要
件
に
つ
い
て
の
判
断
が
回
避
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
ん
で
い
る
)
o

報
告
者
草
案
は
､

こ
の
数
値
を
基

礎
に
'
無
過
失
責
任
の
導
入
に
よ
っ
て
､
約

一
〇
%

の
財
政
負
担
増
を
見
込
ん
で
お
り
へ
そ
の
坂
は
､
毎
会
計
年
度
､
連
邦

･
ラ
ン
ト

･
公
共
団
体
で
､

お
よ
そ
凹
0
0
万

マ
ル
ク
に
な
ろ
-
と
予
想
す
る

(R
E
-
S
tH
G

S
1
6
8
f
こ7
6
f.)｡
政
府
草
案
は
'
過
去
の
国
家
責
任
に
伴
な
-
財
政
支
出
の
調
査
結

果
を
基
礎
に
し
､
そ
れ
に
､
更

に
､
補
充
条
項
の
脱
落

(政
府
草

案
一条
･二
条
)
､
技
術
的
装
置

に
対
す
る
責
任

(同

一
粂
二
項

･
二
条
三
項
)
､
立
証

責
任
の
転
換

(同
二
条

一
項
二
段
)
､

基
本
権
侵
害
の
責
任

(同
二
条
二
項
)
と
い
っ
た
制
度
改
革
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
財
政
負
担
増
を
加
え
て
､

毎

会
計
年
度
平
均
､
連
邦
で
六
四
五
万

マ
ル
ク
､

ラ
ン
ト
で
二
四
四
万

マ
ル
ク
､
自
治
体
領
域
で
四
凹
三
万

T,
ル
ク
か
ら
五
二
六
万

マ
ル
ク
､
多
く
見
境

っ

て
も
､
全
体
で

一
五
〇
〇
万

マ
ル
ク
を
越
え
な
い
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る

(E
-
S
tH
G

S
.2
g
f.)0

㈲

国
家
責
任
制
度
改
革
の
問
題
点

一

民
法
的
に
構
成
さ
れ
た
職
務
責
任
制
度
の
数
々
の
欠
陥
を
是
正
し
､
調
和
あ
る
統

一
的
な
権
利
保
護
体
系
と
し
て
の
国
家
責
任
制

度
を
実
現
し
ょ
う
と
し
た
こ
の
度
の
制
度
改
革
は
'
基
本
法
の
改
正
案
お
よ
び
国
家
責
任
法
草
案
の
中
に
具
体
化
さ
れ
た
｡
こ
の
国
家
責

任
法
草
案
は
､
法
治
国
家
的
国
家
責
任
観
に
ょ
っ
て
直
接

･
間
接
に
支
え
ら
れ
て
'
直
接
的
な
国
家
責
任
の
導
入
に
伴
な
う
過
失
責
任
主

義
の
放
棄
の
み
な
ら
ず
'
本
来
的
な
国
家
責
任
の
考
え
方
か
ら
指
示
特
権

(補
完
条
項
)
を
除
去
L
t
損
害
賠
償
の
効
果
を
､
単
な
る
金

銭
賠
償
か
ら
現
状
回
復

へ
拡
張
L
t
裁
判
管
轄
権
を
統

l
L
､
暴
動
損
害

(T
u
m

u
ttsch
ad
en)
に
関
す
る
法
を
改
善
し
ょ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
改
革
が
'
国
家
責
任
の
構
造
を
根
本
的
に
変
革
し
､
被
害
者
の
権
利
救
済
を
少
な
か
ら
ず
拡
大
し
強
化
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
｡
殊
に
'
単
に
法
技
術
上
の
問
題
と
し
て
で
は
な
-
'
法
治
国
家
の
原
理
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
直
接
か
つ
第

一
次

的
国
家
責
任
の
理
念
と
過
失
責
任
主
義
の
放
棄
は
､

国
家
責
任
の
本
質
的
な
理
解
の
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
る
｡
戦
後
､

｢
収
用
類
似
の
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

侵
害
｣
に
関
す
る
判
例
を
大
胆
に
展
開
さ
せ
'
制
定
と
し
て
定
着
さ
せ
た
最
高
裁
判
所
の
精
力
的
な
努
力
を
思
え
ば
､
こ
の
改
革
は
事
実

と
し
て
は
む
し
ろ
遅
す
ぎ
た
く
ら
い
で
も
あ
ろ
う
｡

し
か
し
､

反
面
､
こ
の
国
家
責
任
法
草
案
は
､

重
要
な
点
で
責
任
の
制
限
を

行
な

っ
て
い
る
｡
し
か
も
､
こ
れ
ら
の
制
限
が
､
い
ず
れ
も
直
接

･
間
接
に
法
治
国
家
原
理
の
論
理
的
な
帰
結
と
し
て
､
許
容
さ
れ
る
範
国
内

で
の
立
法
的
投
影
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
､
法
治
国
家
原
理
に
基
づ
-
国
家
責
任
の
限
界
が
窺
わ
れ
る
よ
-
に
思
わ
れ
る
O

二

ま
ず
､
過
失
は
も
は
や
国
家
責
任
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
で
は
な
い
が
､
法
治
国
家
原
理
の
枠
内
で
は
'
損
害
の
算
定
に
際
し

て
過
失
を
考
慮
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
ば
か
り
か
む
し
ろ
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
｡

す
な
わ
ち
､

政
府
草
案
に
よ
れ
ば
､
｢
不
法
責
任
と

し
て
の
国
の
義
務
違
反
責
任
に
対
す
る
原
則
的
決
定
は
､
国
が
執
行
権
､
司
法
権
の
行
使
に
お
い
て
､
秩
序
に
従

っ
た
行
政
の
枠
内
で
'

市
民
の
損
害
お
よ
び
不
利
益
を
避
け
る
た
め
に
'
そ
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
手
段

･
可
能
性
を
利
用
し
た
場
合
に
も
'
完
全
な
利
害
調

整
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
｡
国
が
個
別
的
場
合
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
､
法
治
国
家
に

要
求
さ
れ
る
注
意
を
尽
し
た
に
拘
ら
ず
市
民
の
損
害
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
､
国
家
を
責
任
か
ら
免
除
し
､
市
民
に

損
害
を
自
ら
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
し
､
国
家
責
任
の
財
政
的
結
果
を
適
切
に
限
界
づ
け
る
と
い
う
利
益
に
お
い
て
'
予
算
上

(1)

も
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｣
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
き
､
｢
1
万
で
､

従
者
の
職
務
責
任
法
と
の
整
合
性

を
見
出
し
､
他
方
で
､

行
政
庁
お
よ
び
裁
判
官
に
よ
り
確
実
な
基
準
に
よ
っ
て
賠
償
給
付
の
正
し
い
算
定
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
｣
､
政

府
草
案
は
､
こ
の
趣
旨
を
'
｢
(公
権
力
の
)
主
体
は
'

損
害
を
金
銭
で
賠
償
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

執
行
権

･
司
法
権
の
行
使

の
際

に
､
状
況
に
ょ
-
要
求
さ
れ
る
注
意
力
を
持

っ
て
し
て
も
義
務
違
反
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
-
場
合
に
は
'
金
銭
賠
償

は
行
な
わ
れ
な
い
｣
(同
草
案
二
条

一
項
､

傍
点
筆
者
)
'
｢
義
務
違
反
が
遵
法
な
基
本
権
の
侵
害
に
存
す
る
場
合
に
は
､

一
項
で
要
求
さ

(2
)

れ
た
注
意
を
尽
し
て
も
､

基
本
権
の
保
護
の
た
め
に
､

財
産
的
効
果
を
も
つ
損
害
が
金
銭
で
賠
債
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
(回
二
条

(3
)

二
項
)
と
規
定
し
た
｡
こ
の
縮
減
条
項

(R
ed
u
ktionsktauset)
な
い
し
適
正
条
項
二
A
d
a
quanzktauset)
は
､
損
害
賠
償
額
の
算
定
に
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説

際
し
て
は
'
原
則
的
に
全
体
賠
償

(T
o
ta-reparatio
n
)
の
原
理
に
立
ち
つ
つ
も
'
そ
こ
に
比
例
性
の
原
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

読

(4
)

損
害
賠
償
の
個
別
的
な
算
定
､
損
害
の
個
別

的
な
場
合
に
相
応
し
い
配
分
を
可
能
に
し
､
｢
全
て
か
皆
無
か
｣

(A
ttes･oder･N
ich
ts)の
原

(･r･)

理
か
ら
の
解
放
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
こ
こ
で
は
す
で
に
､
国
家
責
任
を
根
拠
づ
け
る
際
に
放
棄
さ
れ
た
は
ず

の
過
失
が
'
体
系
に
逆
行
す
る
形
で
'
責
任
を
履
行
す
る
際
に
､
｢
状
況
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
注
意
力
｣
の
形
で
再
登
場
し
て
き
て
い
る
と

(6
)

い
わ
ざ
る
を
え
ず
'
政
府
草
案
に
お
い
て
は
'
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
基
本
権
と
そ
の
他
の
権
利
を
区
別
し
､
無
過
失
責
任
の
原
則
は
､
結

(7
)

局
､
前
者
に
つ
い
て
の
み
し
か
賞
ぬ
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
｡
法
治
国
家
の
原
理
は
'
侵
害
さ
れ
る
権
利
の
種
類

･
違
法
性
の
態
様

(8
)

如
何
に
よ
っ
て
賠
償
義
務
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
認
め
'
結
果
的
に

｢
修
正
さ
れ
た
過
失
責
任
｣

を
是
認
し
た
の
で
あ

っ
た
｡

三

法
治
国
家
的
国
家
責
任
論
は
､
国
家
責
任
成
立
の
中
心
的
な
要
件
で
あ
る

｢
違
法
性
｣
に
関
し
て
､

一
定
の
限
定
さ
れ
た
意
味
内

容
を
要
求
し
た
｡
過
失
か
ら
解
放
さ
れ
た
国
家
責
任
は
'
直
ち
に
国
が
あ
ら
ゆ
る
加
害
的
行
為
に
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
'
公
権
力
の
行
使
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
要
件
と
す
る
｡
し
か
し
て
､
こ
こ
で
い
う
違
法
と
は
､
草
案
理
由

書
の
説
明
に
よ
れ
ば
､
｢執
行
権
'
司
法
権
か
'

個
人
に
対
し
て
負

っ
て
い
る
､

そ
れ
故
に
そ
の
個
人
的
な
匪
護
に
役
立
つ
公
法
上
の
義

(9
)

務
に
違
反
す
る
こ
と
｣
を
意
味
す
る
｡
そ
し
て
､
違
法
性
を
こ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
根
拠
と
し
て
､
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
国
家
責
任
の

第
二
義
的
権
利
保
護
機
能
が
強
調
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
｢
公
権
力
は
､

行
政
お
よ
び
司
法
の
領
域
で
､

公
権
力
の
行
使
が
法
的
根

拠
な
く
し
て
､
あ
る
い
は
現
行
法
規
範
に
違
反
し
て
い
る
場
合
に
違
法
と
な
る
｡
憲
法
ヒ
の
法
治
国
家
の
要
請
は
'
国
家
権
力
を
し
て
､

憲
法
､
法
律
お
よ
び
法
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
義
務
づ
け
る
｡

し
た
が

っ
て
'

違
法
な
行
為
は
､
(法
治
国
家
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
)

客
観
的
な
義
務
違
反
の
行
為
と
同
義
で
あ
る
｡
し
か
し
､
単
な
る
国
家
行
為
の
違
法
性
だ
け
で
は
､
国
家
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
｡
単
に
公
共
の
利
益
の
み
な
ら
ず
'
特
定
の
個
人

(少
く
と
も
被
害
者
)
の
保
護
を
規
定
す
る
公
法
法
規
は
､
公
権
主
体
に
対
し
て

具
体
的
な
行
為

･
不
行
為
義
務
を
根
拠
づ
け
へ
こ
の
個
人
は
､
反
面
､
そ
れ
に
対
応
し
た

一
定
の
主
観
的
な
公
権
的
地
位
を
取
得
す
る
｡
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ドイツにおける国の無過失責任論 (51

本
来
の
権
利
保
護

(公
権
力
の
行
使
の
適
法
性
に
関
す
る
司
法
統
制
)
は
'
民
衆
訴
訟
的
な
権
利
保
護
の
意
味
で
は
な
-
､
個
人
的
な
権

利
保
護
の
意
味
に
お
い
て
､
法
治
国
家
的
要
請
を
保
証
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
第
二
義
的
な
権
利
保
護

(基
本
法
三
四
条
)

(10
)

が
､
本
来
の
権
利
保
護

(基
本
法

一
九
粂
四
項
)
よ
り
も
､
そ
の
及
ぶ
範
囲
が
広
く
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
｣
と
い
っ
た
主
観
的
な
権

利
救
済
観
で
あ
る
｡
換
言
す
れ
ば
､
こ
こ
で
は
'
い
ず
れ
の
権
利
保
護
の
段
階
に
お
い
て
も
'
違
法
性
の
概
念
は
同

一
の
も
の
と
し
て
観

念
さ
れ
'
政
府
草
案
も
､
そ
の
結
果
､

国
家
責
任
成
立
の
要
件
を
､
｢執
行
権
あ
る
い
は
司
法
権
が
'

他
の
者
に
対
し
て
負

っ
て
い
る
公

法
上
の
義
務
に
遵
反

し
た

場
合

に
は
'

そ
の
主
体
は
､

こ
の
法
律
に
よ
り
依

っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
責
任
を
負
う
｣
(同
草
案

一
条

l

､〓
､

項
)
と
規
定
し
た
｡

国
家
責
任

法
草
案
で
把
え
ら
れ
た

｢
(直
接
に
は
)
被
害
者
に
対
し
て
負

っ
て
い
る
公
法
上
の
義
務
違
反
｣
の
違
法

性
の
観
念
は
'
職
務
執
行
者
の
単
な
る
規
範
違
反
を
意
味
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば
'
保
護
さ
れ
た
権
利

･
利
益
自
体
の
中
に
侵
害
作
用
の

(12
)

違
法
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
O

法
治
国
家
の
理
念
と
国
家
責
任
の
権
利
保
護
体
系
上
の
制
度
的
位
置
づ
け

に

よ

っ

(13
)

て
'
従
来
主
と
し
て
私
法
上
の
不
法
行
為
理
論
で
論
じ
ら
れ
た
行
為
不
法
説

･
結
果
不
法
説
の
い
ず
れ
と
も
異
質
の
責
任
要
件
の
表
現
と

(14
)

な

っ
た
の
で
あ
る
｡

四

法
治
国
家
の
理
論
に
基
づ
く
国
家
責
任
は
､
立
法
の
不
法
に
対
す
る
責
任
の
問
題
に
お
い
て
大
き
な
後
退
を
示
し
た
｡
従
来
も
'

(15
)

立
法
の
不
法
に
対
し
職
務
責
任
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
か
に
関
L
へ
学
説
上
争
い
が
あ
り
'

判
例
は
こ
れ
を
'
｢
第
三
者
に
対
す
る

(読

(16
)

員
の
)
職
務
義
務
が
存
し
な
い
｣
と
の
理
由
で
否
定
的
に
解
し
て
き
た
｡
し
か
し
､
立
法
者
も
法
治
国
家
の
要
請
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
'
基
本
法
二
〇
粂
三
項
に
よ
っ
て
明
示
的
に
憲
法
秩
序
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
の
観
点
の
下
に
'
委
員
会
草
案
､
報
告
者
草
案
は
'

(17
)

と
も
に
立
法
行
為
に
対
す
る
国
家
責
任
を
定
め
て
い
た
｡

と
こ
ろ
が
､
｢
違
法
な
規
範
定
立
に
対
し
て
も

無
制
限
の
国
家
責
任
を
認
め
る

こ
と
は
法
治
国
家
に
お
け
る
立
法
の
機
能
を
そ
こ
ね
る
こ
と
に
な
り
｣
'
｢
立
法
権
に
十
分
そ
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
た
め
に
は
､
決
定
の

(ほ
)

活
動
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
の
実
際
的
配
慮
か
ら
'
執
行
権

･
司
法
権
と
は
異
な
り
､
立
法
権
は
'
新
た
な
基

北法31(1･129)129



説

本
法
三
四
条
の
憲
法
保
障
か
ら
は
ず
さ
れ
､
政
府
草
案
に
お
い
て
も
立
法
の
不
法
に
対
す
る
国
家
責
任
は
全
-
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

(19
)

る

｡

論

五

法
治
主
義
の
要
請
と
し
て
,
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
司
法
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
､
そ
れ
に
ょ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
損

害
の
補
填
が
憲
法
上
の
制
度
的
保
障
を
受
け
る
と
い
う
の
で
あ
れ
は
､
そ
れ
は
'
確
か
に
へ
権
力
抑
制
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
'
権
利
救

済
の
制
度
と
し
て
も
へ
そ
れ
自
体
'
大
き
な
前
進
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
違
い
な
い
｡
し
か
も
'
こ
の
法
治
国
家
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
国

家
責
任
論
は
'
従
来
'
ド
イ
ツ
で
ば
ら
ば
ら
の
理
念
に
立
脚
し
､
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
発
展
を
と
げ
て
き
た
国
家
責
任
制
度
を
ト
ー
タ
ル
に

ま
と
め
あ
げ
る
指
導
理
念
と
し
て
も
'
ま
た
､
直
接
的
国
家
責
任
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
過
失
責
任
主
義
の
導
入
を
論
理
的
に

可
能
に
し
た
点
に
お
い
て
も
､
ま
さ
に
恰
好
の
理
論
で
あ

っ
た
｡
そ
の
意
味
で
'
今
度
の
国
家
責
任
制
度
改
革
の
基
礎
と
さ
れ
た
法
治
国

家
的
国
家
責
任
論
は
､
伝
統
的
な
損
害
賠
償
制
度
の
依

っ
て
立
つ
論
拠
を
全
面
的
に
改
め
､
国
家
責
任
論
に
新
生
面
を
開
-

も

の
と

し

て
､
大
い
に
注
目
す
べ
き
側
面
を
持

っ
て
い
る
と
い
え
る
｡
し
か
し
な
が
ら
へ
こ
の
理
念
は
､
そ
れ
を
具
体
化
す
る
国
家
責
任
法
草
案
の

中
で
､
恐
ら
-
は
'
主
と
し
て
財
政
的
な
理
由
か
ら
､
必
ず
し
も
生
か
し
き
ら
れ
て
は
い
な
い
｡
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
､
無
過
失
責

任
主
義
は
､
い
わ
ゆ
る
縮
減
条
項
に
よ
っ
て
､
ほ
と
ん
ど
そ
の
機
能
の
発
揮
が
期
待
で
き
ず
､
違
法
性
は
第
三
者
に
対
し
て
負
う
義
務
違

反
と
把
え
ら
れ
､
立
法
上
の
不
法
に
対
す
る
責
任
は
全
面
的
に
排
除
さ
れ
た
｡
大
上
段
に
ふ
り
か
ぶ

っ
た
大
が
か
-
な
国
家
責
任
制
度
の

改
革
も
､
結
果
的
に
は
､
従
来
の
収
用
類
似
の
侵
害

･
犠
牲
類
似
の
侵
害
の
範
囲
を
若
干
押
し
広
げ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
っ
て
い
る
｡
し
か
も
'
草
案
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
責
任
の
制
限
が
､
や
は
り
同
様
に
'
そ
れ
ぞ
れ
'
法
治
国
家
制
度
の
帰
結
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
､
今
回
の
改
革
に
伴
な
う
救
い
難
い
問
題
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
法
治
国
家
の
制
度
が
'
そ
こ
で

行
な
わ
れ
た
不
法
の
結
果
を
是
正
し
よ
-
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
'
不
法
の
結
果
を
安
易
に
是
認
し
よ
う
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
｡
殊
に
'
基
本
法
上
は
'
法
治
国
家
は
少
-
と
も
社
会
国
家
に
匹
敵
す
る
｡
社
会
国
家
が
'
巨
額
の
社
会
的
福
祉
に
要
す
る
費
用
を
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

提
供
す
る
が
､
法
治
国
家
が
財
政
的
理
由
か
ら
不
法
を
容
認
し
､
補
償
の
費
用
を
惜
し
む
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な
い
｡
結
局
'
国
家
責

任
制
度
の
改
革
は
､
確
か
に
一
連
の
改
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
､
最
終
的
に
は
､
法
治
国
家
に
ょ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
た
不

法
に
対
す
る
国
家
責
任
の
新
し
い
理
念
を
見
失

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
｡

六

草
案
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
後
退
の
現
象
と
は
別
に
'
法
治
国
家
的
国
家
責
任
の
考
え
方
が
､
制
度
改
革
の
基
礎
理
論
と
し
て
成

功
し

て
い
る
か
ど
う
か
'
そ
れ
が

一
般
的
な
普
遍
原
理
と
し
て
ど
こ
ま
で
通
用
し
う
る
か
と
い
っ
た
問
題
の
検
討
は
､
む
し
ろ
今
後
に
残

さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､
無
過
失
責
任
立
法
の
出
発
点
と
さ
れ
た
国
の
直
接
的
責
任
の
根
拠
づ
け
に
は
､

わ
が
国
に
お
け
る
国
家
責
任
性
質
論
'
無
過
失
国
家
責
任
論
に
つ
い
て
も
､
何
ら
か
の
参
考
に
す
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
今
回
の
制
度
改
革
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
'
こ
の
問
題
に
対
す
る
活
発
な
論
議
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
1
)
E

IStH
G

S
12
6
.

(
2
)
た

だ
､

そ
の

場
合

に

も
'
｢
違
法
性
か
､

専
ら
単
な
る
法
違
反
に
あ
る
場
合
に
は
､

lL
蝦
的
な
行
為
の
自
由
の
基
本
権
侵
害
に
お
い
て
は
適
用
さ
れ
な

い

｣
(同
草
案
二
条
二
項
二
段
)
0

(
3
)

こ
の
条
項
は
､
委
員
会
草
案
以
来
規
定
の
仕
方
を
変
え
て
き
て
お
り
､
し
か
も
徐

々
に
内
容
的
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
委

員
会
草
案
で
は
'
｢
権
利
侵
害
､

あ
る
い
は
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
過
失
の
微
弱
性
､
損
害
の
予
測
可
能
性
の
欠
如
､

な
い
し
そ
の
異
常
な
高
節
さ
'
あ

る
い
は
同
様
の
理
由
に
よ
-
適
当
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ
-
､
賠
-

務
は
縮
-

る
｣
(同
輩
軍

一条
二
項
)
と
な
っ
て
い
た

(
配
架

謂

詩

仙
詣

相
眺
凱
誌

的
如

し露

草

報
告
-

案
で
は
､
規
定
か
や
や
票

と
な
-
,
｢
最
大
の
注
意
力
を
も
っ
て
し
て
も
義
務
違
反
を
避
け
る
こ
と

か
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
-
場
合
に
は
,
金
銭
賠
償
は
行
な
わ
れ
な
い
｣
(
同
草
至

粂
三
項
)
と
さ
れ
た
(
卵
棚
批
和
恥
讐

如
禦

指

八

.
Jg
艶

沼

･I
t
'

.

...

I.∵

､

･･.
･
･

.･
･･

二

.

)

(

4
)
K
E
･
S
tH
G

S
.
55
.

(

5

)

こ

の
趣
旨
は
､
す

で

に
､

l
九
六

〇
年
の
ド
イ
ツ
法
律
家
会
議
で
も
討
論
さ
れ
'
そ
れ
は
､
損
害
賠
償
に
お
け
る
全
体
賠
償
の
原
則
を
､
賠
償
の
範
囲

を
特
に
過
失
の
程
度
を
考
赦
し
て
公

平
な
裁
量
に
よ
り
決
す
べ
き
権
限
を
裁
判
官
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
緩
和
す
る
こ
と
を
提

案

し

て

い
る

V
e
r･
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h
a
n
d
lu
n
gen
de
s
43.DJT
L960
B
d.I
(G
tttachten
von
H
.
L
ange),
B
d.ii

(
C

3
ff.
W

,
W

itburg,C

23
ff.F
I
H

ans
)｡
そ
し
て
へ

一
九
六
七
年

､
連
邦
司
法
大臣
に
上
っ
て
公

表
さ
れ
た
民
法
上
の
損

害
賠
償
規
定
の
改
正
･

補
充
に
関

す

る
報
告
者

草
案
(R
e
fe
rentene
n
tw
u
rf

e
in
e
s
G
e
se
t
ze
s
zu
r
A
n
d
e
ru
n
g

u
n
d

E
rg
a
n
zu
n
g

S
c
h
ad
e
n
se
rsa
tzre
c
h
ttich
e
r
V
o
rsch
riften

t9
67
)
は
､
全
体
賠
償
の
原

則
か
ら
出
発

し
っ

っ
も
､
と
り
わ
け
､
た
と

え
は

｢
惹
起
さ
れ
た

損
宅

が
異
常
に
高
く
｣

な
り
､
あ
る
い
は

｢完
全

な
賠
償
が
著
し
い
不
公
平

に
至
る
で
あ
ろ
-
場
合
｣

に
は
裁
判
官
の
形
成
法
に
よ
っ
て
賠
償
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
た
｡

(6
)
H
e
sse
)Z
u
r
R
e
fo
rm

d
e
s
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
sre
c
h
ts
,B
B

19
7
5,
S
.
)3.

(7
)
こ
の
発
想
は
､
基
本
法
は

基
本
的
人

権
に

つ
い
て
､

そ
の
国
家
的
保

護
義

務
を
､
憲
法
裁
判
株
に
お
け
る
憲
法
訴
噺
の
扶
降
に
よ
っ
て
特
別
に
考
慮
し

て
お
り
､
国
家
責
任
の
第
二
義
的
権
利
抹
進
も
､
こ
の
憲
法
上
の
仙
値
序
列
を
同
様
に
考
慮
す
べ
き
と
の
見
解

(E
I
S
tH
G
S
.4
0
】
V
o
g
e
lJ
D
V
B
l
19
78
J

S
.
6
6
2
)
に
基
づ
く
｡

(8
)
O
sse
n
b
u
h
t,
D
e
r
R
egieru
n
g
se
n
tw
u
rf
e
in
es
Sta
a
t
shaftun
g
sg
e
setz
es･B
e
g
in
n
o
d
e
r
E
n
d
e
e
in
e
r
R
e
fo
rm
～
J
u
S

19
78
7
S.7
201

(9
)
K
E
-
S
tH
G

S
.
74
f.,
R
E
-S
tt･ZG

S
18
2
f
.}
E
IS
tH
G

S
.
25
f.

(10
)
E
･
S
tH
G

S
.3
6
,
B
ende
r
,Zu
d
e
n
G
r
und
ta
g
en
d
e
r
R
e
ch
tsw
id
rigke
it
u
n
d
H
a
ftu
ng
n
ach
de
m

E
n
tw
u
rf
e
in
e
s
S
taatsha
f
tun
g
s
･

g
e
s
etze
s
.V
e
rS
R

t97
5
.
S
.
581
f.

(
11
)

当
初
の
委

員
会
草
案
で
は
､
当

該
規
定
は
'
｢
公
権
力
が
あ
る
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
､
そ
の
主
体
は
､
こ
の
法
律
に
よ
り
責
任
を
負
-
(
あ

る
人
が
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
る
の
ほ
､
公
権
力
が
彼
に
対
し
て
負
う
公
法
上
の
義
務
に
達
反
し
た
場
合
で
あ
る
)
｣
と
な
っ
て
い
た
｡
こ
こ
で
､
｢
権
利

授
害
｣

の
語
を
用
い
た
の
は
､
｢
基
本
法
上
の
棟
利
操
護
規
定
で
あ
る
基
本
法

一
九
灸
四
項
､
こ
の
蕃
法
規
定
に
対
応
す
る
訴
訟
法
上
の
権
利
株
護
放
定
､

た
と
え
は
'
行
政
裁
判
所
法
四
二
条
二
項
､

一
一
三
条

一
■項

･
四
項
､
財
政
裁
判
所
法
四
〇
粂
二
項
､

一
〇
〇
粂

1
項
､

一
〇
二
条
､
社
会
裁
判
所
法
五

凹
粂

一
項

二

一項
の
規
定
｣

と
の
統

一
を
は
か
る
た
め
で
あ
り
､
同
時
に
､
非
常
に
広
い
内

容
を
有
す
る

｢
権
利
｣
概
念
か
ら

生
ず
る
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
､

カ
ソ
コ
書
き
を
採
用
し
た
､
と
説
明
さ
れ
て
い
る

(K
E
-
S
tH
G

S
.7
6
)｡
し
か
し
､

多
分
に

｢
主
観
法
的

｣
な
響
き
を
も
っ
こ
の

｢
椎
利
侵
害
｣

の
表
現
に
対
し
て
は
､

｢
敬
務
義
務
違
反
か
ら
違
法
性

へ
と
い
-

黄
任
の
根
拠
の
提
案
さ
れ
て
い
る

方
向
転
換
｣

に
そ
ぐ
わ
な
い

(D
a
g
to
g
lo
u
,
Z
u
r

R
e
fo
rm

d
e
s
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
sre
ch
ts
.V
e
rw
a
ttu
n
g
sa
rch
iv
t9
7
4
.S
.3
4
5
ff.一
S
.
3
5
7
)､
あ
る
い
は
､

こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る

｢
権
利
侵
害

は
､

l般
的

な
法
律
学

上
の
用
語
例

と
異
な
っ
て
お

り
｣
､
既
念

構
成
上
の
混

乱
を
ま
ね
-

(Papie
r
,Z
u
r
R
efo
rm

d
e
s
S
taa
tsh
a
ftu
n
g
sre
c
h
ts
.

D
V
B
l
19
7
4
,S
.5
7
3
)､
と
い
っ
た
批
判
的
な
見
解
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
｡

こ
の
批
判
を
考
徹
し
た

た
め
で
あ
ろ
-
か
､

そ
の
後
の
報
告
者
草
案
､

政
帝
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ドイツにおける国の無過失責任論 (5)

草
案
で
は
'
｢
櫛
利
侵
害
｣

の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
｡

(
12
)
職
務
責
任
に
お
け
る

｢
職
務
義
務
違
反
｣
に
開
し
､
判
例
は
､
侵
害
す
る
職
務
執
行
者
の
行
為
の
違
法
性
と
は
無
関
係
に
､
す
な
わ
ち
､
行
為
自
体
は

職
務
義
務
に
違
反
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
､
し
た
が
っ
て
職
務
責
任
か
理
論
的

に
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合

に
つ
い
て
､
客
観
的

に
違
法
な
侵
害
に
対
す
る

直
接
的
な
国
家
責
任
を
根
拠
づ
け
て
き
た
O
そ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
､

M
ic
h
a
e
lis
,
Z
u
r

R
e
c
h
tswi
d
rigk
e
it
a
ls

H
a
ftu
n
g
sg
ru
n
d

b
e
i
d
e
r

A
m
tsh
a
ftu
n
g
u
n
d
so
g
.
E
n
te
ig
n
u
n
g
sg
le
ic
h
e
n
E
in
g
riff
(F
sc
llr.
ftir
K
.
L
arenz)
S
.
9
27
ff.

(
13
)
従

来
､
私

法
上
の
不
法
行
為
理
論
に
お
い
て

ほ
､
違
法
性

に
閃
し
､
保
護
さ
れ
た
権

利
･
利

益
の
侵
害

が
侵
害
作
用
の
違
法
性
を
表
わ
す
と
す
る
結
果

不
法
説
と
､
違
法
性
を
侵
害
す
る
行
為
の
法
違
反
性

に
求
め
る
行
為
不
法
説
の
対
立
か
あ
り
'
通
説
は
､
古
典
的
な
柾
利

･
利
益
の
侵
害
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
場
合
以
外
は
､
行
為
不
法
説
に
従

っ
て
い
る
よ
-
で
あ
る

(E
sse
r.
S
c
h
u
ld
re
c
h
t
I
.S
1
6
4
ff.)D

(

14
)

フ
ッ
タ
ー
は
､
国
家
責
任

に
お
い
て
は
､
兼
務
違
反
と
違
法
性

と
は

一致
す
る

も
の
で

は
な
い
と
の
立
場
か
ら
､
草
案
を
厳
し
く
批
判
し
た
o

F
u
tter
.

Z

u
r
g
e
p
la
n
te
n
R
e
fo
rrn
d
e
s
S
ta
a
tsh
a
ftu
n
g
sre
c
h
ts･
e
in
e
k
ritise
h
e
B
e
sp
re
(‥h
u
n
g
d
e
s
K
o
m
m
issio
n
se
n
tw
u
rfs
v
o
m

O
k
to
b
er
1973
.

JuR
19
7
4
,
S
1
3
5
7
ff.

(
1

5

)

た
と
え
は

､
D
a
g
to
g
lou
,E

rsa
tzp
A
ic
h
t
d
e
s
S
taa
te
s
be
i
legis
la
t
ive
m

U
n
re
ch
t?
)963
･,
S
chack.
E
rsa
tzp
l]ic
h
t
d
e
s
Staates
bet

leg
lSta
tiv
e
m

U
n
rech
tJM

D
R
19
6
8
,
S
.
)
86
;
H
a
v
e
rkn
te
,A
m
tsh
aftu
ng

b
e
i
teg
lSlativem
U
n
recht
u
nd
d
ie
G
ru
nd
re
c
htsbind
ung

des
G

esetzgebers.
N
JW

1973,
S
.
441.

(
16
)
B
G
H
Z
5
6
,
40
(
4

6)I.
O

L

G

H

a

m
burg
D
e)V
1
9
7
r

S
.
2
39
1

(
17
)
報

告
者
草
案
で
は
､
議
会
に
よ
る
形

式
的
な
立

法
と
執
行
権

に
よ
る

法
定
｣止

(
法
規
命
令
へ
規
則
)
と
か
区
別
さ
れ
'
前
者
に
お
い
て
'
議
会

に
､

7

定
期
間
内
に
立
法
上
の
不
備
を
再
検
討
す
る
余
地
か
認
め
ら
れ
て
い
る

(
同
草
案
六
条

l
項
)

｡

(
18
)
v
o
g
e
t,
D
V
B
t
t9
78
,S
.
66
L

(
19
)
政

府
草
案
一
条

の
タ

イ
ト
ル
は
､
そ
れ
に
対
応
し
て
､
｢
執
行
椎

･
司
法
柾
の
克
任
｣
と
な
っ
て
お
り
'

立
法
柿
に
よ
る
責
任
を
明
示
的
に
排
除
し
て

い
る
o
た
だ
､
執
行
糎
に
よ
る
法
定
立

(
法
規
命
令
'
規
則
)
は
､
執
行
艇
の
作
用
と
し
て
扱
わ
れ
る
O
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